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放
京
市
の
人
ロ
が
ブ
千
萬
人
に
な
る
と
云
ふ
。
日
本
都
市
年
鑑
の
.推
許
人
ロ
で
‘は
.昭
和
十
六
年
七
百
萬
と
.な
つ
て
ゐ
る
が(

同
年
鑑
、
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昭
和
十
五
年
用
ル
ょ
る)

驚
視
廳
の
調
楽
で
は
旣
に「

帝
都
，に
七
；白
萬
.
b

人
ロ
を
箅
.へ，て
ゐ
る
？
此
の
七
；白
齊
な
り1

千
萬
な
り
の
人

•
 

.,
 

V 

-
 

-
 

-
 

•
 

•
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• 0

が
如
何
に
夥
し
い
芭
§

な
數
字
で
ぁ
.る
か
に
就
い
て
ば
旣
に
：述
べ
：た
事
も
ぁ
る
が
、
內
地
人
ロ
の1

割
內
外
の
比
率
に
な
つ
て
ゐ
る
、
 

即
ち
內
地
人
が
十
人
ゐ
る
と
其
の
內
ー
人
が
東
京
布
民
と
宕
ふ
理
で
ぁ
る
=

又
府
縣
の
人
ロ
>
樑
し
て
も
五
百
萬
七
百
萬
と
沄
ふ
大
人 

ロ
は
.無
い
。
同
じ
く
昭
和
十
六
年
推
計
人
口
に
し
て
見
て
も
*

束
京
'

•

大
阪
•

兵
庫
-

愛
知
•

福
岡
の
府
縣
が
三
百
萬
以
上
、
外
に
は
兆
海

,
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ぐ

道
の
三
百
四
十
.萬
が
ぁ
る
丈
け
で
ぁ
、る
0
之
れ
を
表
に
し
て
見
る
>
次
の
如
く
で
ぁ
る
0。
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表 ノ 縣 酧 別 數 ' ロ 人
' ■ '  ■ . ■

人 t l 數 府縣數 府 爆 名

7 0 0萬以上 X M 京 •
… . . . . . . . .

6 0 0親以上 0 . . . . . . . . ' . . ' . .

5 0 0萬巧上 1 大 阪

3 0 0萬以上 4 北海道、兵庫、愛知
酬

2 0 0趑以上 つい
ン . . . ^

神奈川、靜岡、师.潟

1 5 0萬以上 8
廣島、京都、長崎 
福島、千葉V茨城 
興兒島、埼玉

1 0 0萬以上 15

熊本、岡山‘長崎 
宮城、群馬、栃木 
岐阜、山P U 芑蜇 
愛緩1 II丨形、岩手 
秋田、靑森、大分

7 5 萬以上 6 宮崎、和歌出、富山 
石川、# 川、島极

50 •萬以上 3
德島、滋賀、高知 
服井-、+佐賀、山梨 
奈良、沖®

5 0 萬以下 

計
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鳥 取

.過
大
都
市
論
の
檢
討
I
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六
六
'
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ニ
六)

之
れ
に
ょ
る
と
來
京
市
の
人
口
は
東
北
六
縣
の
總
計a

ハ
百
三
十
五
萬)

ょ
り
も
多
く 

•
福
岡
.縣
を
除
く
九
州
諸
縣
の
合
計(

七
百
六
十 

七
萬)

に
似
て
ゐ
る
。
面
犢
五
七
ニ
方
秆
に
、
.艰
北
六
縣
で
.
.は
六
六
、
九
〇
〇
方
纤
\

福
岡
縣
女
除
く
九
州
で
は
*14ー

九
、
五
〇
〇
方
籽

. 

* 

i 

:

に
含
ま
れ
：て
ゐ
る
人
ロ
が
密
集
し
て
ゐ
る
事
に
な
る
。
從
つ
て
其
の
密
度
が
頗
る
稠
密
な
る
事
も
改
め
て
說
く
ま
で
も
な
い
。

か

4

大
都
市
現
象
は
現
代
文
明
の
典
塑
に
相
違
な
い
が
、
之
れ
が
持
つ
幾
多
の
|

經
濟
•政
治
•文
化
上
の
諸
問
題
は
遂
に
、か 

i
る
E
大
な
る
存
在
に
對
し
て
多
方
面
か
ら
の
批
判
を
坐
み
出
す
に
至
つ
た
。
元
來
、
都
市
そ
の
も
の
に
對
す
る
各
方
面
か
ら
の
批
判 

は
今
日
に
は
じ
ま
つ
た
事
で
な
く
て
•、
.
.
.
都
市
と
共
に
古
く
か
ら
あ
つ
た
み
云
つ
て
差
支
な
い
。
田
園
に
神
の
攝
理
を
見
.、
都
市
に
人
間

香 '

の
^
惡
を
見
る
と
一
ギ
ふ
態
度
は
決
し
て
新
し
い
も
の
で
無
い
:0(J. 

G
.
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自
然
と
人
工
と
の
對
照
は
い
つ
の
世
に
も
双
方
い
づ
.れ
に
も
哝
方
と
共
に
敵
を
も
つo

都
市
が
大
き
過
ぎ
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夺
と
沄
ふ
事
も
決
し
て
新
し
い
問
題
で
は
無
い
。
こ
、
H
十
年
以
前
か
ら
問
題
.に
な
つ
て
ゐ
る
事
柄
で
あ
石
。
其
故
今
頃
、
過
大
都
市 

論
を
取
上
げ
る
の
は
い
さ
、
か
迂
愚
の
'厭
が
無
き
.に
し
も
非
ず
で
あ
、る
。
併
か
し
本
稿
で
問
題
と
す
る
所
の
過
大
都
市
論
は
、

一
般
的

な
都
市
害
悪
論
で
.も
無
け
^
ば
、
大
都
市
否
認
論
に
し
て
も
‘素
朴
な
感
傷
論
ゃ
.田
園
_
に
就
い
て
茇
々
し
ょ
ぅ
と
す
る
も
の
で
な
い
。

, 

' 

-

も
つ
と
現
實
の
問
題
と
し
て
之
れ
を
取
上
げ
て
見
た
い
と
思
ふ
？
何
故
か
と
一K

へ
.ば
過
大
都
市
論
は
決
し
て
單f

な
內
容
を
持
つ
て
ゐ 

な
い
，。
其
の
論
ず
る
所
、
"頗
る
多
岐
で
あ
り
、
興
の
根
據
と
す
る
所
、
1又
多
方
(&
1
で
あ
る
。
其
れ
故
> 
眞
に
傾
聽
に
値
す
る
も
の
、
徒 

に
慷
售

憤

ず

t

の
、
各
方
面
の
所
說
を
M

l

し
た
ら
ば
極
め
て
興
妹
あ
f

の
が
f

ぅ
，

^
^

產
で
あ
る
大
都
市
を
問
題
と
す
る
に
當
つ
て
寸
毫
も
隙
の
.'あ
る
態
度
は
許
さ
れ
な
い
？
其
.の
態
度
は
充
分
愼
.重
で
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
。 

g

意

味

で

鐘

柄
、
帮

篕

批

判

の

喧

し

い

今
日
、
過
大
都
市
I

s

取
り
上
げ
て
f

 

唯
、
過
大 

論
は
f

性
質
上
、
f

多
方
面
H

f

の
で
、
：本
稿
は
、
先
づ
f

.

I般
序
說
的
の
も
の
に
留
ま
る
直 

の
意
味
に
於
い
て
讃
ま
れ
ん
事
を
希
望
す
る
•と
共
に
、
.後
に
機
會
あ
る
每
に
各
方
雨
に
專
門
的
に
論
及
し
て
み
た
い
i
思
ふ
。
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過
大
都
市
論
と
は
、
今
日
0
,大
都
市
が
.大
き
過
ぎ
る
と
125
:
,ふ
主
張
で
あ
る
。
從
つ
て「

何
故
大
き
過
ぎ
る
か」

の
理
論
で
な
け
れ
ば
な
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.
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.ら
ぬ
。
過
大
都
市
論
は
勿
論
、
今
日
の
大
都
市
が
大
赢
ぎ
て
ゝ「

ょ
ろ
し
く
が
い」

と
.の
觀
點
に
立
0
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
何
故「

ょ
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過
大
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市
飾
の
.檢
討
.

「

-

丨 

六
セ
' 

.(

K
i

』

七)



-
-
ノ 

：

'

'

•
■
- 

. 

, 

/
.

 

\ 

•
 

' 

•
ぐ

：

•
-
/
:
- 

, 

r 

}

,
:
,
v
.
:
’： .：： .：

ン.
：
5

 

な
ぐ
へ：”■.へ
'雪
 

:
:':
:
:
.
v

:

-
 

.
\ 

.
 

.

.

.

.
-
.
.
.
•
.
.
'
.
.
.
. 

,
 

...
 

-
 

V 

.
‘ 

...
 

..-

.
,
.

…

‘ 

へ；.... 

. 

、
. 

. 

... 

' 

-

.... 
ニ.
.
.
- 

•

:

.

.

.

.

.

. 

......

.

..
' 

、
.

.

.

.

.

.

 

i 

•
 

•
 

- 

+
\
 

.

.

.

'

. 

V' 

^
'.
.
 
-.•■
.
 

.
 

.
 --
f

 
1 

-
'
 

•-、
.
 

.

.

■
. 

.
 '

<;
'
:

■
.
-
.
 

•
 

....
 

.

く：
：
 

I
:
 

—： 

' 

•
 

.

..V

■
 

■ 

•
 •
 
•
 

声. 

-I* 

-V 

V

•
‘ 

»

'ン.
- 

.、
 

-• 

.
 

-
 

-
 

:•

;

■

: 

過
大
都
市
論
の
檢
射

■ 

六《

ハ5
|

八
>

•
'
:
、
' 

-

ろ
し
く
な
い」
'
.の
：が

其
. 0

理
由
を
揭
げ
ね
ば
な』

ぬ
/ ?

其
處
で
、
過
大
都
市
論
は
、
' 

(

3

.

.適
大
都
市
弊
害
論
o

一

)

都

市

震

論

の
ニ
0
に
分
れ
る
。
.旣
に
述
：べ
^
様
に
過
允
都
市
論
は
、
都
帘
そ
れ
_
體
0.
否
定
論
で
'は
な
'い
.と
袞
ふ
前
提
に
立
ち
た
い
と
思
ふ
。
普 

リ
V 

通
にI

K

は
れ
る
都
沛
否
定
論
は
事
實
上
で
は
大
都
市
否
定
論
な
の
で
あ
っ
て
、
，中
•
小
都
市
を
其
の
：非
難
‘の
®
象
に
し
よ
ぅ
と
す
る
の
.

I.

で
は
無
い
が
、
玆
で
は
先
づ
過
大
な
：る
事
實
及
び
主
張
を
中
心
と
：し

.て
陬
題
を
取
り
上
げ
て
行
く
。
そ
れ
故
、
人
口
一

 

.千

萬

人

の

東

京 

,•■
•
 

:

も
或
ひ
は
論
者
に
よ
っ
て
は
毫
も
過
大
で
な
い
と
袞
ふ
か
も
知
れ
ぬ
：。

.

從
っ
セ
過
大
論
に
は
其
の
棍
據
と
し
て
都
市
適
度
論
が
と

■ 

'

な

る

，
理

セ
.あ
る
。
然
か
る‘
に
都
市
人
ロ
の
，數
量
は
幾
許
が
適
度
な
ヵ
.や
の
理
論
は
決
し
て
簡
單
に
定
め
る
事
が
出
來
な
い
0.
田
園
都
市 

の
先
覺
者
は
人
口.數
萬(

三
.萬
内
外)

を
以
っ
て
理
想
的
な
も
，の
と
見
た
が
、
果
し
て
ぐ
ヮ
ー
ド
が
考

.へ
た
様
に
此
$
都
市
適
度
論
が
簡 

:

車
に
成
立
す
る
か.否
か
は
疑
問
で
：あ
る
で
或
ひ
は
十
萬
：

一
:

一
十
萬
と
一K

ふ
數
字
が
提
出t
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
成
程
、
現
在
で
も
人 

.

ロ
十
萬
程
度
の
都
市
セ
は
大
規
模
な
市
内
交
通
機
關
は
不
必
要
で
：あ
る
。

(

日
本
都
市
年
鑑I

第
九
卷
丨
に
よ
る
と〕

人
口
一
一
十
萬
乃
至

... 

. 

.

.
、

\ 
- 

.. 

.
' 

ノ-.
 

.

十
萬
の
都
市
で
市
營
企
業
：と
し
て
軸
道
^

經
營
す
る
も
0

僅
か
に1._

市
、'
十
萬
乃
至
五
萬
の
郡
市
で
は
•一
 

j

市
し
か
無
い
。
市
營
以
外
の
，

_ 

.も
の
と
し
て
は
彳
湔
者
ひ
總
數
ニ
十
ボ
中
ニ
十
ー
市
ゝ
後
者
の
總
數
五
十
六
中
四
七
こ
市
が
市
內
に
何
等
か
の
關
係
で
軸
導
地
方
鐵
道 

;

.

. 

g

っ
て
I

が
、
I

益

分

は

い

づ

交

通

I

で
、
純
然
た
る
，市
內
專
g

交

通

纖

は
S

(

各
地
の
事
情
を
詳
か
に
，す
る
を
得
な
.
い
の
で
芷
確
な
數
字
は
不
明
で
あ
る)
.

之
れ
を
反
.面
か
ら
見
る
と
是
等
の
諸
都
市
の
市
街
地
面 

. '
•

積
を
晃
る
と
了
解
が
汛
來
る
。
人
口一 ,

1

十
戴—

十
萬
&

都
市(

昭
和
十
四
年
推
壯
人
ロ)
一
一
十
五
市
中
、
商
橫
は
五
〇
方
軒
未
滿
の
も
.
の
. 

\

が
十
七
市
に
達
し
、
人
口
十
萬—

五
萬
の
’都
市
五
十
九
市
中
，，.
同
じ
く
五
〇
方
籽
の
.
面
镇
以
下
の
を
の
が
五
十
市
‘
に
及
ん
で
ゐ
る
。
双

方
を
合
訃
し
て
八
.十
四
市
中
、，
此
の
面
積
五
0

方
籽
未
滿
の
も
.の
.が
六
十
.七
市
即
ち
約
八
.割
に
及
ん
で
ゐ
る
が
、
.
五
十
方
籽
と
云
へ
ば
.

.
 

.
 

•

间
面
锁
と
し
，て
哔
视
四
籽
の
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
徒
歩
交
通
時
間
に
し
て
-%

ヰ
心
か
ら
約
一
時
間
內
外
の
市
域
を
#

つ
て
ゐ
る
に

■> 

. 

• 

• 

. 

% 

- 

. 

• 

.

過
ぎ
な
い
。
.バ
ス
交
通
に
ょ
れ
ぱ
十
五
分
內
外
の
時
間
距
離
で
あ
る

。
'

,

■
 
:
 

. 

• 

• 

• 

! 

'

■

斯
く
，の
如
.き
規
模
の
都
市
が
.
.
主
と
し
て
交
通
問
題
か
ら
1 1

て
、.
此
較
的
に
落
着
い
た
町
で
あ
.
.る
事
は
想
歡
し
得
る
。
此
の
程
度
の

都
市
.が

地

方

.の

巾

心
«1
5

ポ
で
あ
ろ
#

^

、
可
な
り
、
都
會
的
な
^

設
と
共
に
^
^
の
あ
る
都
市
と
な
つ
て
ゐ
る
。
但
し
是
等
の
都
市
が

. 

*. 

-
 

-

純
，

H

業
‘

叉
は
鑛
業
都
市
で
あ
っ
た
b

‘海
港
都
市
で
あ
：っ
た
り
す
る
場
合
、
乃
至
は
、
束
京
•
大
阪
等
の
大
都
市
生
活
圈
內
の
附
屬
都 

市
I

っ
た
セ
ず
I

合
は
別
で
、
地
方
I

文
.化
S

心
地
£

て
s

f

盤
へ
て
ゐ
I

t

限
ら
れ
る
。
I

へ̂

通
.
へ
も
>

.
る
し
、
簡
單
に
郊
外
綠
地
に
出
る
事
も
出
來
る
。'
市
街
建
染
：の
密
集
度
：が
甚
し
い
と
云
っ
て
も
其
の
地
域
が
無
限
に
獷
が
っ
. 

て
ゐ
な
い
双
に
，
大
都
市
に
見
る
様
な
、
自
然
か
ら
め
完
全
な
るg

離

も

無

い

。
，

3f
e

づ

十̂

I
 ニ

十

萬

の

人

ロ

..を

持

っ

都

市

が

或

ひ

は 

適
度
と
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
.。
併
か
し
都
市
適
度
論
は
然
か
く
簡
單
に
結
論
を
指
.示
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
.
蓋
し
適
、度
論
は
決
し 

て

一

様

_

ー

 

な
る
論
據
か
ら
.推
論
し
難
い
か
ら
.で
あ
る
。
故
に
先
づ
第
一
に
過
大
都
市
弊
害
論
か
ら
入
る
の
が
問
題
檢
討
の
.順
路
で
あ

'
過
大
論
も

一

一様
.に
.分
け」

て
解
釋
す
る
事
が
出
來
る
。
.t

つ
は
絕
對
的
過
大
論
と
も
.

i
K

ふ
可
き
も
の
で
、
富
及
が
人
ロ
.の
集
積
が
絕
對 

.的
見
地
か
ら
見
.て
過
大
だ
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
§

一の
見
埤
は
、
，相
對
叫
過
大
論
と
も
耷
ふ
可
き
も
の
で
、
中
小
都
ホ
夂
は
ハ
之 

れ
が
最
も
良
く
對
照
的
に
持
ち
出
さ
れ
る
の
，で
：あ
る
が
.

)

農
村
等
と
對
比
し
て
見
て
、
現
代
大
都
市
の
集
積
度
：$:
•
過
大
だ
と
主
張
す
、る

:過
次
都
市
論
§

射
''
: 

'

V

'

'
..
:■
.

•

六
九
，

.(

五
'ニ 
九)
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'

:

,

,

.
,へ
過
大
狐
市
論
：の
：

i

討
：

.

.*

.

'

'

 

'

.

セ
〇

■ 
C

5

1

0

)
；

- 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.
- 

• 

-
.
.

: 

•

も
の
で
あ
る
。，
例
べ
ば
人
0;
や
富
を
地
方
.に
分
散
し
：：て
都
郧
の
均
衡
を
保
て
と
宕
ふ
主
張
は
後
者
で
あ
る
。
反
對
に
數
百
萬
の
大
都
市

,

坐
活
の
弊
蜜
を
痛
切
に
指
摘
す
る
の
は
前
者
で
あ
る
。
'此
の
觀
點
の
相
違
は
後
に
な
つ
て
諸
種
の
..過
大
都
市
論
を
檢
討
し
分
拆
し
て
行

,

 «

.

 .

 

•

 

'

 

'

 

•

:

 

.

 

■

 

-

 

,

 

•

.
,

く
上
に
常
に
之
れ
に
伴
ふ
所
の
も
の
：で
：あ
ら
ぅ
が
，
今
日
の
過
大
都
市
論
は
性
質
上
;.
'*先
づ
絕
對
的
過
大
論
で
あ
る
と
見
て
差
支
な
い
。

,

 
■

 

.

.

'

 

ン 

.....

 

.
■

 

- 

' * 

. 

- 

'

,

rn
過
大
都
市
の
弊
寄
は
通
例t
一
方
面
に
分
れ
る
。

一
つ
は
金
錢
的
經
濟
的
叉
は
數
字
的
に
計
量
し
得
る
も
の
、
i

つ
は
金
錢
的
に
訃

- 

. 

•

.
量
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、交
通
事
故
の
爲
め
に
坐
：ず
る
災
害
の
如
き
は
或
る
程
度
ま
で
金
錢
的
に
計
量
す
る
事
が
出
來
る
。 

叉
精
神
病
や
犯
罪
、
.或
ひ
は
疾
病
•虛
弱
等
が
、
過
大
性
の
.爲
め
に
坐
じ
■た
も
の
で
あ
る
と
.す
る
な
ら
•ば
、
是
等
も
或
る
程
度
ま
で
金
錢

的
に
又
ボ
數
字
的
.に
許
量
す
る
事
が
出
來
る
。
都
市
、住
民
の
出
產
カ
の
減
退
、體
位
低
下
の
如
き
も
計
量
し
得
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

« 

. 

. 

- 

- 

- 

• 

.

反
之
、
精
神
的
心
理
的
過
程
0
も
の
は
ハ
其
の
儘
で
は
計
量
す
る
事
扒
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
例
へ
ば
昨
今
の
.交
通
§

の
混
雜
い
之

.

:
 

.

.

. 

,
 

■ 

•

れ
.は
正
し
く
言
語
道
斷
の
態
で
あ
る
。
從
つ
て
之
れ
が
市
民
の
精
神
、
情
操
に
及
ぼ
す
害
惡
は
決
し
て
尠
少
で
ば
な
い
。
併
か
し
、
此

■-
 

-
- 

:

の
害
悪
は
決
し
て
秤
量
す
る
事
が
出
來
な
い
。
勿
論
、
學
校
其
の
，他
で
訓
ぇ
.た
事
が
、
現
實
の
生
活
の
爲
め
に
全
く
壓
倒
さ
れ
て
つ

' 

.

■ 

- 

. 

• 

? 

. 

: 

. 

, 

ノ 

.

て
、
結
局
無
駄
，に
な
つ
て
了
つ
た
み
思
は
れ
る
樣
な
場
合
が
無
い
で
も
な
い
。

か
i
る
場
合
に
は
教
育
費
■•
€
>何
分
の
幾
.0
か
で
、
.過
大

'
都
市
の
過
大
性
の
爲
tめ
に
無
駄
に
せ
ら
れ
た
と

一

K

ふ
結
果
と
な
り
、
或
る
技
法
に
ょ
れ
ば
其
の
弊
寄
の
算
出
が
或
ひ
は
可
能
で
あ
る
か

■-
 

. 

.... 

,

'

も
知
れ
な
い
。
併
か
し
、
.か
ゝ
る
方
法
は
頗
る
技
巧
的
に
.過
ぎ
ざ
る
を
得
ま
い
。
兎
に
角
'
都
市
坐
活
が
及
ぼ
す(

殊
に
其
の
過
大
性

■ 

- 

• 

•
. :
 

,

.
• 

.

.

.

.

.

. 

:

.

が
及
ぼ
す)

影
響
中
、
貨
幣
•
經
濟
的
に
、
乃
至
は
數
字
的
に
計
量
す
る
事
の
不
可
能
な
害
悪
が
，'在
る
、
然
か
も
其
れ
は
決
し
て
尠
少
で

は
あ
^
ま
い
。

'ご

.

■:
.

- 

V 

'■ 

'

:
過
大
論
に
就
い
て
、
此
の
_

は
愼
重
に
取
扱
は
れ
る
必
婆
_が
あ
る
0
柄
へ
ば
過
大
都
1

坐
活
は
身
體
健
康
に
惡
い
害
惡
を
及
ぼ
す

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

>

と
！

K

ふ
。
今
之
れ
を
間
題
走
し
て
取
上
げ
て
見
厶
と
^

興
の
原
因
の
檢
討
は
匆
論
で
あ
る
が^

つ

ま

り

健

康

上

の

^

惡

た

る

可

き

事

實 

を
生
む
原
因
が
都
市
の
過
大
性
そ
の.も
の
に
.在
る
か
否
か
の
問
題y

更
に
窬
さ
れ
た
健
康
に
對
す
る
醫
德•投
藥
•保
養
施
設
等
の
諸
負 

擔
は
正
確
に
社
上
さ
れ
る
参
が
あ
る
。
，併
か
し
疾
病
乐
健
«

が
與
へ
.
る
.精
神
的
打
擊
、.そ
れ
が
生
み
出
す
諸
々
.の
寄
惡
に
就
い
て
も 

.出
來
る
丈
け
、
，正
確
な
る
評
糞
を
必
要
と
す
る
。

H

場
坐
.活
•
會
社
生
活
の
爲
め
健
康
を害
し
、
職
を
失
ひ
、
所
得
を
失
つ
た
結
粜
と
し 

て
現
は
れ
る
諸
現
象̂

自
殺
^
象
族
心
中
丨
放
浪
兩
罪
等
の
如
き
も
の
に
就
い
て
は
的
確
に
知
る
必
要
が
あ
る
ノ
唯

’
狂

騷

—

駿

の

精
 

神
と
坐
活
力
の'問
題
は
，簡
單
にn t
量
出
來
な
い
。
然
か
も
決
し
て'輕

，瞬
す
ベ
；
き

問

題

で

は

無

い

0.
<
 

-

,

所
が
人
口
數
百
离
の
大
都
市
は
現
實
の
..事
實
な
.の
で
あ
る
。
之
れ
が
良
か
.れ
惡
か
れ
、：
出
來
て
T
つ
て
ゐ
る
CO
で
あ
る
。
今
之
れ
を 

否
認
し
て
、
其
の
態
樣
を
改
造
せ
ん
と
ーH

ふ
な
ら
ば
、
.決
し
て
單
な
を
思
ひ
'つ
き
や
、
二
.部
人
士
の
氣
ま
ぐ
れ
乃
至
は
感
傷
で
極
め
る
' 

理
に
は
な
ら
な
ぃ
、
何
故
加
と

一

K

へ
ば
‘
成
程
、
從
來
の.

國
運
の
際
盛
，
市
勢
興
際
に
，無
方
針
、'
自
由
放
任
'の
弊
が
あ
つ
た
に
せ
ょ
、
 

現
在
あ
る
も
の
.は
、
過
去
0
貴
重
な
る
人
ヵ
.資
財
(/
>

結
晶
.で
あ
る
0
從
つ
て
：一：朝
に
出
來
た
も
の
.で
も
な
く
、r

投
足
の
勞
で
出
現
し 

た
も
？

I

ぃ
。
別
の
機
會
に
もg

ベ
た
所
で
あ
る
が
、
成
程
、
-此
I

去
の
傅
^

に
對
し
て
甚
し
き
障
害
で
あ
K

o
さ
ぅ
か
と1

K

つV

新
し
き
發
足
も
、之
れ
を
全
然
捨
て
、
顧
み
ぬ
.と1

K

ふ
理
に
は
行
か
.ぬ
。
其
處
で
、

: 

' 

... 

. 

■

ン
. 

.

.

. 

. 

.

過
去
.の
傅
承
、
；現
在
の
弊
害
に
對
し
て
は
、
氣
分
感
傷
等
以
上
の
精
密
.な
檢
討
が
加
ぇ
ら
れ
、
更
に
、
計
量
せ
ら
れ
た
る
害
悪
と
、
別 

k

,
過
大
都
市
論
の
檢
射
• 

\ 

七

一(

ヰ
一
一
一
C
 

'



,‘適
大
都
市
論
の
撿

财
•
 

, 

^
 

^
 

,

.に
評
值
せ
f
eれ
た
る
利
益
と
..の
間
に
•充
分
な
る
粹
量
が
行
は
.れ
ね
ぱ
な
ら
.ぬ
o 

:.:
.

.

,

‘ 

. 

.

.

へ
.
-
/
:
' 

.

.
'

パ
'
、
- 

. 

: 

•

:
.
例
へ
.ぬ
、
。' »

.々：指
摘
し
た
機
.に
>

農
射
社
會
を
改
良
す
名
と
转
^

,の
：も
.の
.以
外
©
も
.の
た
&
し
め
：る
事
に
ょ
：つ
て
何
を
失
ひ
何
を
利
す
る
か
-°
農
村
の
：資
本
主
義
.化
.、
土
業
化
.
機
械
化
を
主
張
す
る
が
、

-

-

 

.

.

.
• 

-
 

.
 

-
 

....
 

.

■

.

■

.
'
.

■

.

.
 

/ 

,

.
/
’

そ
れ
に
ょ

つ
.て
，農
村
社
會
は
變
質
過
程
に
這
：込
ま
.な
い
で

.あ

ら

ぅ

.

か
。
、
變
質
し
た
後
の
農
村
に
就
い
て
の
充
分
な
る
.像
測
が
用
意
さ
れ 

て
ゐ
る
か
否
か
。：

咋
苹
の
金
國
人
口
問
顧
協
議
#
で
中
澤
辨
治
郞
氏
が
指
摘
ぜ
.ら
れ
た
.'通
り
、
農
村
べ
の
エ
場
の
進
出
は
ー
時
、
農
岚

:

に
金
錢
所
得
を
增
大
せ
し
め
、
巔

い
て
は
彼
等
の
土
地
所
有(

自
作
農
化
>
の
趨
勢
を
刺
戟
し
た
。
併
が
.し
貨
幣
所
得
は
、
貨
幣
支
出
に

, 

. 

.

.■
■ 

■ 

■ 

.

.
_•- 

' 

.

: 

•

,

'
.
-

對
應
す
る
。
.
.同
時
に
農
射
勞
働
か
ら
丁
：場
勞
働
ベQ

■推
移
に
對
應
す
：<
‘
o
.
:
栽
に
坐
活
樣
式
や
欲
求
の
變
化
が
起
る
。
貨
幣
所
得
の
坐
活

V 

>

 
,

 

,

は
ょ
り
大
な
る
貨
幣
所
得
へ
.の
欲
求
.と
な
り
、
趣
味
•
他
樂
，其
の
他
坐
活1.

般
に
著
し
い
變
化
を
招
來
す
る
。
農
民
が
一
度
得
た
大
地 

を
：#
び
乎
離
す
'境
界
に
追
ひ
込
ま
れ
な
け
れ
ば
望
外
の
幸
とM

’i
i

ね
ば
な
ら
ぬ
。
.一

般
農
村
は
兎
に
角
、
都
市
近
郊
の
農
村
が
此
の
變 

質
過
程
'の
爲
め
に
、
大
小
共
に
打
擊
を
受
け
て
ゐ
る
事
は
改
め
て
說
く
ま
で
も
な
い
o 

. 

, 

• 

故
に
現
在
の
弊
寄
の
楚
圯
ば
‘
他
方
に
之
れ
が
生
ん
で
ゐ
た
で
あ
ら
ぅ
利
益
の
喪
失
を
修
ふ
恐
あ
る
事
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

W

•モ
リ
ス
が
無
何
有
鄕
，(

ユ

ー

：ト

ビ

ア

〕

を

描

い'て
、
農
村
と
都
市
の
對
立
し
た
社
會
め
滅
亡
を
理
想
と
し
た
の
は
、
彼
に
無
政
府
主

.r.
 

,

•
. 

. 

, 

•

義
者
的
幻
想
の
.あ
つ
た
事
か
ら
の
み
理
解
出
來
る
。.

ハ
ヮ
！
ド
の
田
園
都
市
論
も
土
地
所
有
を
中
か
に
し

て
.
一

脈
の
改
造
理
論
を
含
ん 

で
ゐ
る
o
.同
時
に
社
#
の
全
面
的
改
造
の
熱
情
'を
除
く
と
す
れ
ば
、
.由
園
都
市
論
は
ニ
小
都
市
舒
書
、
つ
ま
り
田
園
的
都
市
の
設
社
に 

外
な
ら
ぬ
。
從
つ
て
大
都
市
過
大
性
の
批
判
に
な
る
か
ど
ぅ
か
疑
問
で
あ
る
。
兎
に
角
現
在
の
社
會
を1

擧
に
.否
定
し
去
る
理
論
を
以

っ
て
、
現
在
の
都
市
過
大
性
を
批
判
す
る
の
は
勝
手
で
あ
.る
？
.併
か
し
：
凡
べ
て

の

M

5t

が
藝
術g

g
#

に

な

り

、

♦
農
半
エ
、
晴
耕

V 

• 

. 

.
.
.
.
.

 

.

.
•
-

雨
讀
の
生
活
を
以
っ
て
'理
想
と
す
る
様
な
改
造
論
は
、
恐
ら
く
生
活
の
全
般
的
に
遍
廹
せ
る
今
日
、
無
用
に
し
て
、
む
し
ろ
有
害
な
る

< 

• 

. 

«
.
.
. 

»
 

-

空
論
と
も
沄
ふ
可
き
で
あ
ら
ぅ
。.

今
日

分̂
散
主
籤
し
が
各
方
面
に
說
か
れ
て
ゐ
る
が
、
此
の「

分
散
論」

に
、
國
カ
減
衰
の
危
惧
感
を
持

. 

.. 

•

，つ
者
あ
る
も
、
亦
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。

.

'
 

.
,
 

' 

..

,

か
、
る
が
故
に
、
大
都
市
過
大
論
は
、'
嚴
密
な
科
學
論：

か
ら
出
發
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
勿
論
*
人
間
は
科
學
の
み
で
割
り 

切
れ
な
い
存
在
で
あ
ら
ぅ
。
故
，に
、
情
緖
*氣
分
に
對
す
る
尊
重
も
.決
し
て
.無
視
ず
べ
.き
も
の
で
.な
.い
。
併
か
し
旣
に
述
べ
た
理
由
に

ょ
つ
て
、
先
づ
何
處
ま
で
も
科
學
的
に
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
'0
殊
に
今
日
の
如
く
、
し
き
に
銃
制
と
い
ひ
、
炎
劃
と
い
ふ
。
此

.

.

.

.

 

.

.

.

. 

-

の
時
.代
に
於
'い
て
科
學
の
，導
く
も
の
.無
か
っ
た
.と
す
れ
ば
、
そ
れ
.こ
そ
最
も
危
き
次
散
とW

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.都
市
•地
方
計
窬
又
は
國 

土
許
徵
と
云
今
：楚
等
の
企
劃
が
痛
切
に
要
望
せ
ダ
る〜

$

っ
：て
、
過
大
論
の
觀
點
に
就
い
：て
*

に
注
意
の
必
要
な
る
所
以
で
あ
る
。

$
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’
過
大
都
市
論
は
い
.っ
頃
か
ら
li
t
'し
く
論
ぜ
ら
れ
る
鐵
に
'な
っ
た
か
。
前
記
の
ハ
ヮ
1

F
の
田
園
都
市
論
が
現
代
大
都
市
へ
の
批
判
で

ン
あ
る
事
は1

K

ふ
迄
も
な
い(

一.
八
九
八
年
.

)

0
'併
か
し
大
都
市(

恐
ら
..く
人
订
.數
に
し
て
.百
萬
或
ひ
ば〗

一、
三
百
萬
程
度
の
大
都
市)

が
當

時
#

^
と
し
セ
.ゐ
た
と
云
ふ
祺
は
、
'過
大
都
市
論
へ
：の
直
接
の
出
發
點
に
は
な
ら
な
か
っ
允
と
云
つ
て
差
支
あ
る
ま
い
。
何
と
な
れ
ば

.都
市
#

0
暫

に

於

V
て
雜
然
|

.
大
都
市
s

f

衾

都

市

に

改

裝

す

る

警

罢

^

，
か
ら
で
あ
る
.0
.
田
園
都
市
運
動
.へ
の
發
足
ば
、
む
し
，ろ「

田
園
屯
義
k

甚
く
も
の
セ
あ
っ
て
、
都
市
過
大
論
ょ
り
す
る
も
め
で
は
無
い

.
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大

都

市

論

の

検

討

.

,

.

.七
四
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と
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、；

今
日1

K

ふ
，
，
分
馓
的
集
中
訐
識
に
於
け
石
田
園
都
市
論
ば
、
.

ハ

ヮ

ー

ド

に

創

め

も

.れ

た

田 

園
都
市
論
の
砰
認
識
と
比
^

へ
な
.
い
で
あ
ら
う
か
。
っ
.ま
か
、
現
代
都
市
の
雜
然
た
'
る
狀
態
が
ニ
つ
の
傾
向
を
坐
み
出
し
、
'1

っ
は
田 

園
都
市
論(

其
の
創
意)

他
.
の
，1
っ
.
_

都
市
訛
窬
で
あ
っ
た
0

そ
，れ

が

大

都

市

の

.
益
々
急
激
な
る
集
中
性
.に
連
れ
て
、
大
都
市
計
齋
そ 

の
も
の
に
よ
；っ
て
解
決
出
來
な
5

境
地
に
追
込
め
ち
れ
、(

都
市
人
ロ
は
'

ー、
三
西
萬
か
ら
.
五
、
六
百
萬
乃
至
は
七
、
八
百
萬
或
ひ
；は
一
千 

萬
に
も
達
し
よ
う
と
す
る)
效
に
は
じ
め
セ
、
過
大
都
市
論
が
明
白
に
主
張
さ
れ
る
#

に
な
り
、
都

市
fi
t

書
論
I

い
て
、
地
方
計
窬
、

所S

集
中
改
造
論
へ
と
移
行
を
見
た
も
の
で
あ
ら
う
。
當
然
此
の
期
に
於
い
て
大
都
市
周
圍
の
工
業
又
は
住
居
•
做
傭
等
を
中
心
と
し

- 

.

'
 

.
•
. 

.
 

.
 

;

.•

.

た
衛
星
都
市
が
問
題
と
な
り
、
是
等
の
中
小
都
市
及
び
中
心
母
體
都
市
に
綠
地
.•自
然
景
觀
が

一5

せ
ら
れ
る
機
に
な
っ
て
.
、田
園
都
市 

理
論
が
#
び
檢
討
さ
れ
る
欠
至
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

.

■ 

.

，
此

の

解

釋

は

決

し

て

確

定

的

の

.も
の
.で
な
い
、
.筆
者
の

r

椎
測
に
過
ぎ
な
い
。
都
市
計
爾
史
又
は
都
市
計
肅
論
史
に
於
け
ろ
精
密
な
考
證
の
下 

'
に
改
め
て
論
ぜ
ら
^
•
•-
n
rき
他
質
の
も
の
.で
あ
.，る
が
、
‘
钱

に

は

、
一

つ

の

豫

斷

シ

下

し

て

多

方

面

'
の
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
思
ふ
の
で
.あ
る
。

.

東
京
に
就
い
て
.另
へ
.ば
、
舊
市
域
の
人
.は
、
1
ー
百
萬
時
代
.に
今
日
考
へ
'る
樣
な
過
大
都
市
論
が
あ
っ
た
か
、
ど
.う
か
。
都
市
の
急
激

' 

.

-
■
 

.

.

.

. 

. 

\
J
.
* 

,
.
.
.
. 

-

，な
膨
脹
は
色
々
の
點
で
弊
害
を
生
じ
た
o
.交
通
機
■
の
不
備
、/
道
路
の
雜
踏
醜
惡
、
住
宅
の
不
足
、
急
激
に
過
ぎ
る
郊
外
の
發
展
等
は

•
 

•
 

-
 

: 

•
 

*
 

.

.

.

當
時
、
旣
に
論
ぜ
ら
れ
.た
問
題
で
あ
.っ
た
？
恐
ら
く
、
そ
れ
は
明
治
末
姘
か
ら
大
疋
：の
中
#

に
か
け
て
の
時
代
で
あ
っ
た
ら
う
0
.我
國

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

 

.

.••
•
*
.
. 

.
•*
,
'

都
市
の
現
代
的
勃
興
期
が
漸
く
顯
著
に
‘な
っ
て
來
た
诗
代
，で
あ
る
。

■

V

.
其
の
頃
の
寒
と
思
ふ
が
、
艷
歌
師
の
口
に
よ
っ
て
流
行
っ
た
俗
歌
に
よ
っ
て
見
る
と
*

常
時
で
ば
神
田
の
須
田
町
が
中
心
^

し
て
名
高
く
、
琨 

:

庫
の
へ
ル
の
.音

喧

し
,<
^
1
交̂
つ
て
*
'其
れ
に
よ
る
ヲ
ッ
シ
产
•

ァ
.ヮ.

T
V

の
風
景
が
暇
は
れ
て
ゐ
る
°

恐
ら
ぐ
當
時
の
ラ
ッ
シ
ュ

•

ァ

ヮー

は

市

^

の

一 … ■■■̂ >  糊 咖 ■■麵 .一 ■!■■■■■•嫌 ■一 W1曲 勘 ; ^

殊
に
市
電
の
規
象
で
あ
つ
た
の
で
あ
ら
ぅ
。
ぞ
しv

其
の
雜
容
も
簡
m
に「

勞
棚
者
し
と
唄
は
れ
て
ゐ
る
所
、-頗
る
今
日
と
隔
た
る
感
が
あ
る
。
II
I 

の
手
線
に
乘
つ
て&

京
沢
郊
の
雪
景
色
を
一
廻
，
見
る
と
沄
ふ
事
も
同
じ
頃
の
話
で
.あ
つ
た
ら
ぅ
。
：

:'
ロ
十
萬
乃
至
1
ー
十
萬
以
上
を
大
都
市
と
云
ふ
が
、
更
に
百
萬
を
超
ゆ
れ
ば
、
之
れ
を
特
別
大
都
市
と
も
呼
ぶ
。「

A
ン
ド
ン
は
約
八 

百
,
.
 
一一I

ュ
ョ
ー
ク
は
約
七
百
萬
、
東
京
は
約
五
百
萬
0/
人
ロ
を
抱
±
^

特
別
大
鄉
市
の
實
例
で
あ
る
が
、
潮
流
は
益
々
大
中
心
へ
と

*

 

ダ

、
.

.

-

.

1
し
寄
せ
つ
、
あ
り
、
想
像
す
る
さ
へ
傾
雜
な
混
亂
が
出
現
せ
ん
と
し
.て
ゐ
る」

。
.

(

片
岡
安
•吉
田
信
武
著『

都
市
許
S

ニ
四
頁)

過
大
都
市
論
.を
•發
生
.せ
r
'
め

衾

は

、
此

の

芸

萬
.八
百
萬
、
ぞ
し
て
溢
々
大
中
心
ぺ
と
狎
し
寄
せ
つ
、
あ
る
潮
流
、
そ
の
も
の
で

.

汶
掖
か
ら
ぅ
か
0
過
大
都
市
の
弊
!0
一
つ
，は
住
宅
問
題
に
現
は
れ
る
，が
、
嘗

て

r
r
l1
ョ
ー
ク
で
は
、
マ
ン
バ
ッ
タ
ン
..の
人
口
の
半
が
、

•
 

• 

-

{女
金
*衞
坐
に
滿
し
て
ば
ー
九
〇
ー
年
の
由
宅
法(

H
e
n
e
m
e
a
t

 

H
o
u
s
e

 

L
:
a
w
)

に
ょ
.つ
て
定
め
ら
れ
た
截
本
的
檩
準
以
下
の
住
宅
に
坐

-
, 

, 

/ 

i 

. 

.

.

. 

. 

.

. 

.
■
.
'

活
し
て
お
り
、
.此
の
衞
坐
•通
風
の
.最
低
標
準
を
持
つ
/た
新
し
い
共
同
住
宅
と
雖
も
、そ
の
費
用
は
人
ロ
ぷ
三
分
の
ー一

の
者
の
及
ば
ぬ
額 

‘で
あ
り
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
そ
の
荒
凉
た
る
裏
庭
、
白
色
塗
料
の
壁
、
憂
||
な
街
路
、
時
た
ま
の
ぼ
ざ
し
等
は
母
親
と
子
供
が
繁
え
て
：
 

行
く
事
の
出
來
る
環
境
と
は
遙
か
に
遠
い
も
の
で
‘
つ
た
。
か
、
る
狀
態
を
眼
前
に
置
い
て
、「

一
一
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
が
一
.千
萬
の
人
口
を 

■

持
.つ
、
他
方
,
爾
委
員
會
の
豫
吿
す
る
様
に
五
十
年
內
に
r
千
萬
人
の
大
ー
'一
ュ
ー

ョ

ー

ク
地
方
が
出
現
す
る」

と
沄
ふ
事
を
聽
か
さ
れ

■ •

 

.

.

へ
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V
.

た
場
合
*
.
'何
人
と
雖
も
、

一
種
の
恐
怖
を
感
ぜ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
い
o(

M
. R

.
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v
i
e
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 P
r
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b
l
e
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c
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9
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p
.
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2
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.

..

.東
京
の
人
口
が一

千
萬
に
な
る
！

此
の
場
合
で
も
現
在
の
.亂
雜
な
發
展
や
交
通
機
關
の
混
亂
を
眼
前
に
置
い
て
、
更
に
人
口
の
增
加
，

.

.

1
’.

千
萬
人
口
の
實
現
を
說
か
れ
て
は
，
誰

. ^
も
が
戰
懷
を
感
ず
る
で
あ
ら
ラ
。「

將
來
、
吾
々
の
都
市
と
云
へ
ば
數
百
■階
の
ア
パ
I
t
、

.

.過
大
都
市
論
の
故
討> 

•
七
五 

' 

.

(

五
三
6
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窓
の
無
い
、
電
燈
の
光
と
人
工
的
な
通
風
裝
骰
を
持
つ
た
遮
犖
で
成
立
つ
も
の
た
る
の
運
命
に
あ
る
の
か」

(

前
揭
#)

の
啖
聲
は
、
吾

々
を
し
て
、.

「

此
0
殺
人
的
混
雜
は
、
.、果
し
て
ど
今
な
る
セ
‘
ら
ぅ
.し
と
嗟
啖
せ
：し
.む
る
の
士
同
じ
感
情
で
あ
る
0
之
れ
が
過
大
都
市
1

へ..'-..-. 

•
 

.
 

.
 

\
 

•
 

•

:

へ
0
出
發
點
.と
.考
へ
る
事
も
央
當
で
^
な
か
ら
ぅ
0

:
.'
:

t
.
y
.
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' 

...、

,

浩
し
然
か
り
と
せ
ば
*
人
口
數
百
萬(

殊
に
一
千
興
に
近
'か
■ら
ん
と
す
る)

大
都
市
に
就
い
て
如
何
な
る
危
惧
の
感
が
惹
起
さ
し
め
ら
.’
.

.

れ
て
ゐ
る
か
。
今
、
.n

ュ
ー
ョ
ー
ク
の
場
合
に
就
い
て
訄
*
11
*
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
氏
の
說
く
听
を
聽
い
て
み
ょ
ぅ
0

,
.

過
大
都
市
一
一
：：
r
ョ
.
.丨
.ク
市
の
第
ー
の
，弊
害
は
前
項
に
引
用
し
た
住
宅
問
題
に
現
は
れ
る
。
そ
れ
は
文
明
人
の
生
活
す
る
好
適
な
る 

く 

環
境
と
は
、
凡
そ
反
對
な
.激
境
を
生
ん
で
ゐ
不
。
併
か
，し
第
一1

の
弊
密
は
水
道
•
.下
水
施
設
-に
現
は
れ
る
。
細
胄
市
は
是
等
の
施
設
に

炎
い
て
後
か
ら
後
か
ら
建
設
す
る
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
0
水
道
に
つ
い
て
去
へ
.ば
、
此
0.
,追
_
ッ
こ
は
-
現
在
0
水
道
地
域
が
金

部
呑
み
盡
さ
，れ
て
了
ふ
か
或
ひ
は
水
道
布
敷
費
の
.

j
人
當
費
用
が
高
く
な
つ
て
水
道
の
水
が
赘
澤
品
.に
な
つ
て
了
ふ
か
す
る
迄
ま
-

木

.

• - 

. 

• 

.

.

.

.

.

. 

' 

.
、
. 

> 

.

•
む
事
が
無
い
0

下
水
に
就
い
，て
云
へ
ば
、
ハ
ド
ソ
ン
、
ィ
ー
ス
ト
河
及
び
11
ユ
ー
ョ
ー
ク
港
べ
.下
水
の
放
流
は
單
に
水
浴
の
機
會
を
破■

壞
し
、
ノ
ー
ス
河
の
魚
，»)

を
事
，實
上
滅
亡
せ
し
め
た
の
み
.で
な
く
、
條
接
地
方
の
.魚
貝
に
打
_
を
與
へ
、
.チ
ブ
ス
，.の
危
險
を
増
し
、

、

•
 

..

■

,

 

_
.
_
コ

 

一r
l

ァ
十
ラ
ン
.ド
、
ブ
ラ
ィ
ト
ン
の
悔
水
洛
場
さ
へ
も
脅
威
し
つ
：、
あ
る」

と
云
は
'
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
も
衞
生
技
^

の
#
決
丨
得
る 

- 

. 
'範
圍
内
.で
あ
ら
ぅ
、
併
か
し
其
の
費
用
が
負
擔
し
難
き
も
の
と
な
つ
て
來
る
0

從
つ
て
.’「

市

の

經

赞

超

過

は

そ

の

有

杉

無

珍

の

、
利

益

の 

ぃ
づ
れ
を
も
越
倒
す
る
點
に
迄
達
す
る
で
ぁ
ら
ぅ」

。

‘

.

第
三
の
勝
害
^

^

’
路
-交
通
機
關
の
問
題
で
あ
る
ゥ
自
動
車
が
先
づ
第
ブ
に
問
題
と
な
る
。
自
動
車
は
、
ニ
、
三
名
の
.乘
客
を
乘
せ
. 

る
場
合
、
同
數Q

步
行
齋Q

必
要
と
す
る
所
ょ
り
數
倍
の
道
路
面
積
を
必
要
と
す
を
。
街
路
の
步
行
者
は
歩
行
に
際
し
、
そ
の
表
面
積 

約
十
方
呎
を
必
要
と
.す
る
°,

停
]1
:

せ
る
自
動
車
は
西
汸
吸
、
綏
行
の
場
合
に
ニ
百
方
呎
、
時
速
十
五
：哩
乃
！

一

十
哩
の
時
に
は
三
百
乃 

至
四
西
方
吸
.を
必
要
と
す
る
。
或
ひ
は
又
*
五
”
乘
自
動
堪
の
乘
客
ー
人
に
就
い
.て
は
滿
員
の
市
街
電
fr
£

に
於
げ
る
>乘
客
一
人
に
就
い

て
ょ
り
も
十
七
倍
の
街
路
商
積
を
必
要
と
す
る
.0
自
動
萆
交
通
に
ょ
つ
て
街
路
が
容
易
に
混
雜
す
る
は
當
然
で
あ
る
亦
之
れ
が
爲
め
に

.

. 

/
 

.
 

’
 

.

自
動
車
は
最
早
高
速
交
通
機
關
で
な
く
ぶ
つ
て
來
た
。

|
九
ニ
四
年
0
調
夜
に
ょ
る
と「

第
三
十
四
*
第
四
十
ニ
街
間
の
第
五
ァ
ヴ
キ

一一
 

V

丨
で
ば
、
午
後
遲
く
の
ラ
ッ
シ
产
ア
ヮ
ー
時
の
交
1通
は
時
速
沍
哩
に
減
ぜ
ら
れ
る
と
5
ふ
。」

或
ひ
は」

ー
哩
半
乃
至
三
哩
の
速
力
ま
で 

減
少
さ
れ
る
と
. 一

K

ふ
針
箅
も
あ
る
0*
其
處
で
道
路
改
造
が
®
要
為
問
題
に
な
る
.理
で
#
る
。
併
か
し
高
速
自
動
車
道
#
の
他
，
蹄
線
道
，
 

.路
溃
系
が
見
派
に
完
成
し
て
も「

其
れ
は
多
！
<
!の
經
赀
に
ょ
る
も
.の
で
あ
泠
か
ら
'\
祖
税
0
形
式
で
'土
地
へ
の
負
擔
と
な
る
ー
そ
れ
が

又
_
じ
て
建
築
物
を
益
々
高
®-
な
ら
し
め
る
事
を
必
然
と
.し
、
惹
い
で
は
、
叉
街
路
を
ふ
や
せ
と
一K

ふ
事
に
な
る
。」

.

-

* 

' 

* 
■
--

.
f
ュ
1
ョ
ー
ク
に
於
け
る
大
規
模
な
交
通
路
の
問
題
と
し
て
、
ー
ュ
ー
ョ
.丨
>
 
と
一
一
ュ
ー
ヂ
ャ
ー

シ

.J
*!
:
結
ぶ
'ホ
ラ
.ン
ド
隧
道
、
マ 

ン
ハ
ッ
タ
ン
*'1

1

ュ
ー
デ
ャ
ー
シ
ー
の
高
架
道
路
等
の
建
設
が
あ
る
が
、
其
等
が
極
め
て
茛
額
の
經
費
を
要
す
る
事
は
暫
く
措
ぐ
と
し
て

是
等
.の
建
，設

に

ょ.つ
て
問
題
が
毫
も
解
^:
し
盡
さ
机
ぬ
事
は
深
く
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
，。
.
_

中
型
の
_

|1
1

に
あ
つ
て
は
一
つ
交
通
對
策

- 

. 

* 

.

は
、
其
の
ま
、
で
は
、
■次
0
混
亂
を
生
む
助
手
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
.
.
- 

,

' 

.

.

.

.

.

. 

* 

• 

• 

.

..
過
大
郡
市
-一.ュ
4
.ョ
ー
ク
の
第
四
：の
.弊
螫
と
し
そ
は
、
：街
路
交
通
，の
問
題
と
併
せ
.で
交
通
機
關
0
問
題
で
あ
.る
0
都
市
は
高
さ
を
增 

:
:

.
過
大
都
市
論
の
撿
射
:.
.
: 

.
七
七
.-:
'

:(

五
三
七
>
.



:

過
大
.都
市
論
の
檢
討 

. 

' 

.
'
.

七

八

.

.(

五
一
-一
八〕

. 

す
と
共
に
ぞ
の
廣
さ
も
增
す
。
鐵
道
*
地
卞
鐵
等
を
利
用
し
て
：\'
'
中
.心
瓿
の
；高
層
蓮
築
街
0
.大
集
團
を
郊
外
地
に
運
ば
.ね
ば
な
ら
.ぬ
。
か 

-'
<
し
て
郊
外
の
.空
地
が
光
黹
し
た
時
、
.'
-,:其
の
結
果
は
何
が
と
去
人
ば
交
通
線
の
：兩
端
に
混
雜
が
起
.る
.と
宏 

. 

別
^
交
通
機
關
が
必
要
に
な
今「

大
都
苽
が
其
の
經
歷
の
比
嫁
的
初
期
に
於
い
て
達
し
^

、
逋
線
ば

rい
多
く
の
混
雑
を
意
味
す
る
樣
に
な
る
。
し
之
れ
を
除
く
方
法
は
現
在
の
交
通
^
を 
一
«

に
す
る
事
で
あ
る
が
之
れ
は
、
乘
客
■

■'
.

を
ニ
分
す
る
事
に
ょ
づ
て
現
在
の
交
衝
經
營
者
に
打
擊
を
與
へ
，る
事
と
な
，る
。’
事
實「

交
通
會
社
は
混
雜
に
ょ
つ
て
儸
け
て
ゐ
る」

の
で

」

.

.

.■

■■

 

■
 

-

'

. 

.
■

.
 

, 

■

■..
■■
..
 

■
 ■
 

.
 

■
 ■
 

■

.

あ
る
。 

:

-

■

'

■

'

■

•

へ

,

.•
'

'

.

.

'
• 

-; 

i.....

.
 

.

一

I
.

ユ
1

ョ
ー
ク
市
が
平
面
的
に
獷
大
す
る
に
連
れ
、'
,

交
通
機
關
の
* .

義
は
益
々
、重
大
と
な
る
が
、
玆
に
料
金
問
題
が
癦
頭
し
て
來
る
。.

-
 

•. 

.
 

' 

.
 

...

 

,
 

.

丫.「

現
在(

一

九
ニ
五
年
0
紐
育
市
は
五
仙
料
金
制
に
.ょ
つ
_.て
ゐ
：る
ど
が
、
地
下
鐵
建
設
に
拂
つ
た
金
額
に
-對
し
年
々
千
ニ
！？
萬
弗
を
損
し
て

•
 

.
 

.

.

... 

ノ.
' 

,
, 

.

.

ゐ
る
。
そ
れ
ょ
り
も
三
倍
も
高
<
か
、
る
と
い
ふ
新
線
に
つ
い
て
は
、
更
に
巨
領
の
損
失
を
見
る
で
あ
ら
ぅ
。」

と
去
は
れ
て
ゐ
る
。
從 

つ
て
市
財
政
の
困
難
、
市
民
負
檐
の
過
重
が
坐
じ
て
來
る
理
で
あ
る
。
？

，

'

 

, 

.
 

要
す
る
に
交
通
©

§
は
、
大
都
市
に
と
つ
て
不
滅
の
雛
題
で
あ
る
、
解
決
は
常
に
新
し
い
問
題
を
坐
ん
で
行

く

。
，
次
の
一
文
は
此
の

へ
間
の
事
鼠
を
雄
辯
に
物
語
る
0

.
 

'

.

、

:

G
i
v
e

 

P 
2
違 

Y
o
r
k
e
r

 an..inch 

a
n
d

 

he-u'take 

t
h
e

、L

 V
a
n
d

 Hide 
s
i
x
-
d
a
y
s

 i
n

rt
-
h
e 

.
 

wlek,. 

f
r
o
m

 

the 

$

'

.■
-
 

■
 

•
 

■
 

.
 

:
 
\ 

.

.

.

reaches 

of the 

W
J
-
o
n
x
.

'and.wr
o
o
k
l
y
n
,

 

.

.
w
B
.
h
e

 

c
o
m
e

w名
^tering.throu
oqh
 the. s

u
b
w
a
y

 

u
n
d
e
r

 this i
s
l
a
n
d

s-
.
h
i
s

 

j.ob. 

T
h
e
n
,

 

o
n

 the weventh、
i
e

 sits 

d
o
w
n

 

a
n
d

 

writes 

t
o

rt
-
h
e editor d

e
m
a
n
d
i
n
g

 

m
o.»
-
l
e 

s
u

-cr
w
a
y
s
.

 

W
h
a
t
,

 

in the n
a
m
e

 

0
1

'
c
o
m
m
o
n

 sense, 

do-
e
s the 

m
a
n

-̂ant 

m
o
r
e

 

w
u
b
w
a
y
s

 

fci;? 

G
i
v
e

 

h
i
m

 

o
ne 

a
n
d

 

tie 

goes 

out 

a 
little 

larther 

to

へ

.

.

.

 

.

cheaper .rents 

a
n
d

 

p
a
i
n
t
e
d

.
 b

u
n
g
a
l
o
w
s
'

g-
..
 c

r
o
w
d

 

u
o

a, n
e
w

 

district 

.until, the 

...
 t
-s
f
&
c
 

a
g
a
i
n 

b
e
c
o
m
e
s

 
w
h
e
n

 

h
e

■
 

-
 

' 

■
 
■
 

■
 

•
. 

starts 

moving* 

u
n
d

 

fowling* for another line. 

T
o

 

o
ur 

obtuse e
c
o
n
o
m
i
c

 w
a
y
.
o
f

 tMnking*, 

this 

s
e
e
m
s

 

rather; suiy.

パ

.

* 

-
 

' 

(

T
tr
e m

o
r
e

 subways, 

the m
o
r
e

 

suburbs, 

tlie m
o
r
e

 

population'

:

.

;

(

此
の
.項
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ー
前
揭
書
第
一
章
第
二
節
p
n citi:s.bc t

o
o
H
g
?

に
よ
る〕

\

:
:(

五)

.

.
 

.

,
.

..

過
大
都
市
の
有
形
的
視
覺
的
弊
害
は
多
く
の
場
合
、
住
宅
. 

'交
通
•
.衛
生
等
に
示
さ
れ
る
。
.一
一
ュ
1
ョ
ー
ク
に
就
い
て
說
明
さ
れ
た 

所
は
、
他
の
.大
都
市
に
就
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
.
而
し
て
以
上
の
諸
點
枝
い
づ
れ
も
計
.量
し
得
可
.き
も
の
と
し
て
揭
げ
ら
れ
た
。「

一
一
ュ
.
 

1m

丨
ク
市
が
從
然v

の
.大
さ
を
增
し
、
姝
に
マ
ン
ハ
.ッ
タ
ン
の
產
業
的
中
心
化
が
繼
續
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
如
何
に
精
巧
な
輸
送

計
*

を
樹
て
る
も
奏
功
す
る
や
否
や
疑
問
で
あ
る
。…

•
此
の
過
程
は
無
.限
循
環
の
樣
に
思
は
れ
る
。
建
物
增
加
、街
路
•地
下
鐵
の
擴

. 

>
 

.
 

'

張
、
.
す
る
と
又
、
建
物
の
增
加
、
又
街
路
•
地
.下
鐵
の
擴
張
。
中
心
地
，區
は
上
に
延
び
、周
邊
部
は
外
方
に
伸
出
す
る
。
か

.1
る
過
程
が 

明
か
に
行
は
れ
て
遂
に
經
濟
及
双
快
適
に
於
け
る
收
獲
遞
減
の
事
實
上
o

限
度
を
.早
く
も
遍
.ぜ
て
了
ふ
。」 (

前

揭

書

ーo
頁)

多
方
面
か
ら
經
濟
度
を
超
し
た
'損
失
面
が
報
吿
さ
れ
て
來
る
。「

マ
シ
ハ
ッ
ク
ン
の
密
集
地
で
製
造
業
を
經
營
す
る
の
は
小
さ
い
エ 

業
中
心
地
で
行
ふ
よ
り
.も
•
大
都
市
の
I

I

て
、
賽

出

遙

5

用
I

計
に
t

遺
.に
よ
る
貨
物
.の
輸
送
は
工
業
に
と
.つ
て
坐
血
そ
の
も
の
で
あ
る
。
然
'か
る
に
我
が
天
中
心
地
の
い
づ
れ
に
あ
づ
て
.も
是
等
の
動
脈
は 

丨 

過
大
都
.市
鐫
.の
撿
討
/:
.

''
_ 

-

•

.

.
七
'九

.-
£

三
九)

：

.



過
大
都
市
論
の
檢
澍
-
:,'、
ぺ

■

:

/
.'
■'
.

■

t 

し
..： 

：

A
O 

(

五
四
0
> 

. 

植

寒

さ

れ

て

：ゐ

る

0
.

此
.の
集
合
都
市
に
歩
調
を
併
せ
'る
街
齓
：が
無
^

燉
め
紐
育
市
.に
於
け
令
ト
ラ
ッ
：ク
は
實
際
に
運
搬
ず
る
ょ
り
も
> 

無
駄
な
仕
事
、
混
雜
し
备
路
に
栩
塞
さ
れ
だ
り
、.：_
集
し
.た
橫
荷
場
や
店
で
待
0
て
ゐ
る
事
に
餘
针
の
時
間
を
潰
し
て
ゐ
る
。

.• 

•

貨
物
終
點
驛
や
ド
ッ
ク
が
時
に
混
雜
す
る
事
は
、
敗
腐
又
は
損
傷
し
■為

い

貨

物

の

損
！！

或

ひ

は

敗

胄

を

#ひ
、
同
じ
間
題
の
別
面
を
物

- 

.

.

. 

-

語
つ
て
.ゐ
る
。
埠
頭
に
、
.鐵
道
_
內
に
、
工
場
：に
、
.混
雜
はH.

業
の
正
規
的
過
程
を
妨
げ
て
ゐ
る
。」

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
1€
於
け
る
乘
物 

雜
将
ハ
赀
用
は
'
1日
.五
十
萬
弗
、
全

-一
ユ
ー
ョ
ー
ク
地
方
で
ぬ
.百
寓
弗
に
達
す
る
と
酑
箅
さ
れ
て
ゐ
る
。
五
噸
積
の
ト
ラ
ッ
ク
を
マ
シ

■
 

, 

- 

.
 

i
 

ぐ
 

'
-
' 

.

.
ハ
ッ
タ
ン
街
I

I

か
す
に
は
.一

日

汗

丸

弗

聖

げ

る

。
繁

乃
至
七
五
^
が
無
駄
に
な
.つ
.て
了
つ
て
ゐ
る
さ
ぅ
で
あ
る
o
:吏
.に
都
市
の
密
集
雜
将
が
、
土
地
•
建
物
の
費
用
を
騰
貴
せ
し
め
て
、 

工
場
內
の
：間
接
赀
の
膨
脹
を
來
さ
し
め
る
事
は
疑
問
：の
餘
地
が
無
い
？
.

(

前
揭
書
及
び
ケ
ン
ダ
ア
ス
'

.

ン
*
リ
ン
ド
マ
ン
弗
著「

撒
市
社
會 

學」

一
三
九
頁)

我
國
に
於
い
て
も
京
濱
工
場
地
帶
の
‘如
き
過
度
の
密
集
地
帶
に
あ
.つ
.て
勞
働
者
を
使
役
す
る
場
合
に
は
、
保
健
•
休 

~

養
•娛
樂
等
.の
施
設
に
對
扎
る
費
用
が
尠
か
ら
ざ
る
額
に
上
る
と
.云
'は
れ
て
.ゐ
，，る
。

か
>
る
意
味
に
於
け
る
過
大
都
市
の
弊
審
は
頗
，る
明
瞭
に
訃
量
す
名
事
が
出
來
、
其
0
;根
據
と
し
て
も
*
充
分
に
聽
く
に
足
；
可
き

■
 

■■
 

.
 

■
 

..
 

.
 

- 

.

一.
.
.
.
'- 

-
 

- 
. 

■
 

.

:

も
の
が
あ
る
。
先
づ
第
一
に
、.
交
通
調
整
；に
於
い
て
、
.
大
都
市
集
中
の
傾
向
を
續
け
る
な
ら
ば
、
問
題
は
永
遠
に
解
決
出
來
な
.い
も
が

•
 

* 

-

 

.

 

\
■■
-、

f

s

f

指
摘
し
た
點
で
あ
令
而
し
て
之
れ
に
就
い
て
、
人
口
集
團
I

犬
に
な
れ
ば
'な
る
程
“

ょ
り
著
し
く
な
る
と
云
.ふ
關
係
を
對
應
せ
し
む
る
事
が
出
來
れ
ば
、
'問
題
は
尙
更
明
快
で
，あ
る
。
例
へ
ば
都
市
の
入
ロ
增
加
と
共
に
市

- 

. 

. 

- 

- 

.

M民
の
乘
堪
囘
數
も
增
加
す
る
が
、
.其

の

割

合

は

人

ロ

堦

加

舉

ょ

り

も

更

に

多

く

、

「
ー
ー
，ー
倍
乃
至
四
倍
位
の
增
加
荦
を
以
つ

.
て
增
加
す
る」

人 ロ 100：) ; 對

............................ . t nnmnmm ttm mirr mtimnm ■_ ............. ........

スル珙故件數

、 、件 數  

都 市 \
2:5 2.0 1-5 | 1.0 0.5 0.5

卜 〕
計

六大都市 1 1 4 6

35— 2!茁人 1 6 3 10

2 0 -16想人 1 3
；-•

8

15— ”萬人 1 2 4 3 X0

10-7.6蓖人
t

12 2 14

7.5 ‘ 5萬人 1 6 20 15 42

計 1 1 2 14 45 90

' '； ' •' ；•. . . . . ..ン•• .... .、 .

即
ち
ハ
都
市
の
人
ロ
增
加
は
算
術
級
數
的
に
增
加
す
る
と
ず
れ
ば
.、
乘
雖
囘
數
の
增
加
I

何
級
數
的
に
增
加
す
る
と
云
ふ
原
理
が
あ 

る
O
J
併

か

し

.金

谷

大

阪

商

粢

授

办

雪

さ

れ

て

ゐ

る

所

に

ょ
る
と
、
巨

大
都
市
に
於
い
て
は
此
の
原
理
に
例
^

■可
き
も
の
I

め
ら
れ
る
.様
で
あ
る
。r

大

體

合

が

2

し
て
四
百
’萬
、
芸
萬
と
云
ふ
機
^

そ
れ
於
け
の
人
口
を
有
す
る
都 

对
に
な
る
と
決
し
て
今
迄
の
様
な
急
激
霉
加
を
赤
さ
な
い
で
-
人
口
增
加
と
叢
囘
數
と
同
じ
様
な
'傾
向
で
行
く
ぃ
證
が
示
さ
れ 

る
さ
ぅ
で
.あ
る
。「

都
市
が
發
展
途
上
に
於
て
-
五
十
萬
人
、
百
寓
人
、
二

慕

人

、
或
ひ
は
三
百
萬
人
で
も
い
、
が
、
非
常
に
膨
脹
し 

^
 

6

10
S
. 

:
.10':
4 

| 

2 
一
°.
| 

.
て
ゐ
る
場
合
は
人
ロ
の
增
加
率
ょ
り
も
，乘
車
_
數
の
利
用 

數 

一
0.
5
2 

I
! 

"
"

"

n

率
の
增
加
は
啡
常
に
急
激
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
，ら
そ
れ
に 

.

 ̂

:

對
す
る
交
-氣

關

o
媵
備
が
蜇
要
性
を
持
つ
て
居
る
の
で 

.
摩

，.
.1-
0

-
 
4

1

1

0̂
.
 

• 

’ 

6
;

;

-4I
「

あ
る
デ
所
が
四
百
萬
、̂
五
西
萬
と
沄
ふ
都
市
に
な
る
と
八
フ 

ス

i

h
一
 

1 

1

2

 

| 

,
.
.
迄
0
原
則
を
迪
つ
て
な
い
0
寧
ろ
そ
れ
^

0
も
減
少
し
て 

' f

 

U

r
_
_
I

I

 Jl
_

 

,

_

1

|

'
ゐ

る
/°
:

:

ー

般

交

通

機

關

の

乘

职

囘

數

は

幾

何

級

數

的

•
 

, B..

I
X 

.

财
 

'

OO
D

U

r

 

J

1

_

.

—

[

I

—

；
.
'

—

：
.

.

一

 

に
增
伽
す
る
と
沄
ふ
原
則
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
限
界
が

.

.

.
-ロ

.

.

.
|
數

/
 

«
 
:

狀

，认

..狀 

'
I

あ
み
0
或
る
|
っ
の
限
界
線
.に
達
し
た
時
は
そ
の
原
則
は 

人

件

/

市

^

誠

暗

'

g
:

-6
;

狨

4
. 

•

.
|
.
/
‘
卩

_
犬
'

i

-I
-1
-7.1 

■
吾

當

嵌

ら

な

い

。
寧
ろ
そ
れ
ょ
り
減
少
•を
示
し
•て
ゐ
る
。
最 

./
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l

f

r

g

j
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^
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I

_

r

i,

.こ

-
-

1

近
の
倫
敦
’
紐
育
が
そ
れ
を
示
し
て
'ゐ
る
0」

(

箜
一
间

人

過

*
K

.

rl
r

論

の

檢

討

.

.

,

X 

: 

.

へ

.
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.
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.ロ
問
題
全
國
協
議
會
報
告
書
所
載
、
：金
谷
11
^

玫『

都
す
人
ロ
.と
，乘
車
.掘
激
'の
關
係
に
就
て』

)

'

.

之
れ
'に
ょ
っ
て
紀
る
と
大
都
_

に
し
て
も
五
百
萬
前
後
の
：所
に
1

つ
の
境
.界
が
あ
る
様
に
通
へ
る
。
其
處
で
交
通
問
題
の
弊
害
的
表 

現
の
一
っ
で
あ
る
交
通
事
故
に
就
い
て
見
る
と
、
.
前

頁

に

揭

げ

る

所

は

，俄

國

©

昭
和
十
一

一一年
の
，
銃

針‘で
あ
る
が
.(『

R

本
都
市
年
鑑』

に 

ょ(

る)

道
路
交
通
事
软
の
件
數
は
大
都
市
.の
場
合
に
於
い
て
斷
然
多
く
な
.っ
て
ゐ
る
'

.

*

-

之
れ
丈
け
0
數
字
で
は
都
市
の
過
大
性
と
交
通
.事
故
.の
.增
加
と
を
結
び
っ
け
石
事
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
.現
は
れ
る 

交
通
禍
が
過
大
都
市
の
本
質
的
特
徵
と
一K

'

ふ
事
は
、
卒
匣
淞
認
め
得
る
所
で
あ
ら
ぅ
°

從
っ
て
過
大
都
市
は
そ
れ
自
體
に
解
決
し
得
可 

か
ら
ざ
る
交
通
問
願
を
持
っ
と
一K

ふ
命
題
は
先
づ
第
一
に
あ
げ
ら
れ
て
い
、
。

.

.

第
一
ー
に
は
過
大
都
市
を
維
持
し
又
は
其
の
'
.內
に
坐
活
す
る
事
に
ょ
っ
て
經
濟
度
の
限
界
を
猫
越
し
.て
：了
っ
.て
ゐ
る
と
云
ふ
點
で
あ 

，
る
。

此

の

現

象

は

所

謂

義

遞

#

法
則
と
の
關
係
で
あ
っ
て
>'
'
!'
1
|
1動
車
'が
蟲
取
と
し
て
|

用
を
喪
失
す
る
が
如
き
、攀

廣

場

等
の
面
欧
の
增
大
が
市
街
や
價
栳
の
騰
貴
を
惹
起
す
が
如
ぎ
、

い
づ
れ
も
之
れ
に
關
聯
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
過
大
都
市
論
の
最
も
•有

• 

- 

: 

+ 

.

.
力
な
る
批
判
鉴
準
た
る
も
の
で
あ
る
。
併
か
し
、
此
の
第
一
一
の
點
に
於
い
て
最
も
困
難
な
る
事
實
は
.、
何
處
に
經
濟
度
の
限
界
を
見
出

•
V 

.-•.
•

•

し
得
る
や
の
問
題
で
あ
る
。
元
來
收
獲
遞
減
の
現
象
は
所
與
の
諸
條
件
を
一
定
し
て
お
く
事
を
前
提
と
す
る
が
故
に
、
經
濟
度
の
.決
定 

も
所
與
.

€

諸
條
件
に
於
け
る
變
化
を
一
應
は
無
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
C

M

へ
ば
交
通
檄
關
に
し
て
見
て
も
、
市
街
電
車
に
就
v >
-
て
考 

へ
る
場
合
に
は
*
 

©

動
車
、
地
下
鐵
道
其
の
他
の
.ヅ
新
し
い
技
術
に
ょ
る
倏
件
の
變
化
を
排
除
し
て
.
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
從
つ
て
技
術
的 

發
逢
の
_.

程
必
の
如
何
に
ょ
っ
て
は
、
經
濟
度
の
測
定
は
決
し
て
簡
單
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
，最
も
間
題
と
な
る
點
は
、
.技
術
の
容
易
な

る
修
芷
：に
ょ
っ
て
經
濟
度
の
限
界
を
可
な
り
著
し
く
變
萸
す
る
事
が
出
來
：る
事
で
あ
る
0

殊
に
技
術
の
發
達
が
著
し
く
な
い
時
に
^
い 

て
は
技
術
]-

.の
極
め
て
僅
か
な
る
改
良
が
經
濟
度
の
.限
#

を
著
し
く
擴
大
す
る
事
も
稀
で
は
な
か
ら
ぅ
0

從
っ
て
過
大
性
の
批
判
原
理

と
し
て
經
濟
度
又
は
適
性C

乃
；至
は
適
度
論3

は
最
も
有
力
な
る
も
の
で
.あ
る
が
*
之
れ
が
其
の
實
力
を
發
撖
す
る
爲
め
に
は
、
其
0
適

• 

•
.
.
，..
.一、. 

• 

. 

'

度
•經
濟
度
が
如
何
に
し
て
具
體
的
に
示
.さ
れ
る
か
、其
の
可
能
性
に
係
っ
て
來
る
理
で
あ
る
。
今
の
場
合
で
云
へ
ば
、
人
口
五
西
萬
の
，
 

都
市
に
食
糧
ロ
^J

供
給
す
^
事
は
、
，配
給
經
費
と
し
て
粜
し
て
經
濟
度
の
限
界
を
.超
へ
て
ゐ
る
か
否
か
、
之
れ
が
具
體
的
に
問
題
.に
な 

.る
。
同
様
に
，交
通
機
關
t

上
下
水
氣
其
の
他
あ
ら
ゅ
る
方
面
の
經
營
に
就
い
て
所
謂
適
性
規
模
.の
問
題
が
あ
る
。
■

 

'

(

六) 

/

.此
の
經
濟
度
の
限
界
の
問
題
は
色
々
の
方
面
に
關
係
が
あ
る
o
工
場
0
讓

に

際

し

、
肇
軸
道
の
敷
設
に
際
し
、
驛
停
留
听
の
新

. 

/ 

. 

.

.

.

. 

- 

.

.

.

設
*
改
廢
に
關

し
、
建
築
高
度
に
關
し
、
.各
方
面
で
問
題
把
な
る
0
大

都

市

々

街

の

，自

動

車

^

混

雜

に

ょ

っ

.て

高

速

交

通

機

關

の

機

能 

を
喪
失
す
る
.恐
あ
る
事
は
▲叫
述
し
た
所
で
あ
る
が
、
：..郊
外
锻
車
に
於
£
る
驛
停
留
所
の
數
の
多
少
は
、
高
速
交
通
機
關
と
し
て
の
性
質 

忆
多
大
の
影
響
を
及
•ほ
す
。
建
築
に
就
い
て
..は
立
體
的
擴
漲
と
平
面
的
擴
張
，の
時
比
は
常
に
問
題
と
せ
ら
れ
る
所
で
あ
ら
ぅ
。

唯
此
の
適
度
性
の
問
題
に
就
い
て
、
最
も
重
要
な
關
係
を
持
っ
^
の
は
、
反
對
の
方
面
ょ
り
す
る
適
度
^'
で
あ
る
。
市
^T®

軍
が
最 

も
經
濟
的
に
經
營
せ
ら
る
、
人
口
適
度
は
測
定
せ
ら
る
、
か
も
知
れ
な
い
o
併
か
し
都
市
は
免
励
機
關
D
爲
め
に
存
往
す
る
の
で
無
い
。 

都
市
启
體
の
肩
能
に
就
い
て
.存
杻
す
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
，
.
都
市
機
能
の
發
撖
に
っ
い
て
の
能
率
論
、
適
度
論
が
あ
る
理
で
あ
る
。 

從
っ
て
都
市
機
能
の
發
鄭
に
就
い
て
の
適
性
議
が
、
.假
り
に
、
五
百
萬
0
.人
ロ
を
指
定
し
た
と
す
.る
と
、
交
通
其
の
.他

の

方

面

，で

幾
. 

.

.過
大
雜
市
输

Q

梟
^

■

 

'
 

■ 
/ 
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過
大
都
市
論
の
撿
討' 

,

.

\

.

.

.

八

四

：：(

$
四
四)

.

.

.

.

, 

• 

/

分
經
濟
度
-0
限
见
5:
'
超
ゅ
る
場
合
紙
生
じ
て
：も
、
簡
單
に
五
苜
萬
都
市
を
.
1
.ガ
0(

來
.猶

办
い
事
と
な
る
。
.
丁
度一

國
人
ロ
が
夥
多
に
な
つ
ん
場
合
收
糙
遞
減
の
法
則
が
作
用
し
從
來
の
限
界
下
‘の
劣
等
耕
地
と
承
知
し
つ
、
も 

農
耕
の
擴
張
を
や
ら
ね
ば
な
ら
.ぬ
理
と
同「

で
あ
る
。
へ
從
つ
て
此
.の
場
合
は
技
術
.經
營
の
方
面
に
於
け
る
改
良
に
ょ
づ
て
、
收
穫
遞
減 

の
過
程
の
作
用
を
出
來
る
丈
け
鼢
止
す
る
に
努
め
る
丈
け
で
あ
る
。.
‘從
つ
て
斯
く
の
如
く
し
て
見
，る
と
過
大
都
市
論
とi

大
都
市
に
弊

- 

W 

.

害
が
あ
る
と1

K

ふ

主

張

を

主

に

し

；て

ゐ

る

が

、
，
實

際

に

は

、

.都
市
機
能
の
•實
現
に
就
い
て
も
あ
ま
り
に
過
大
.で
あ
る
と
茇
ふ
議
論
で
な

* 

.

.

. V' 

r 

► 

.

.

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な
る
.。
，•從
つ
て
.人
.ロ
數
萬
乃
至〗

ニ
十
萬
内
外
の
都
市
が
經
濟
上
-文
化
上
-保
健
上
か
ら
觅
て
適
度
で
あ
る
と
®

'
■■
■■
■
 

-

 •

 

■

 

.

つ
て
も
.
都
市
機
|

點
か
ら
見
て
、
養
乃
至
二
十
萬
內
外
の
.都
市
が
適
度
で
あ
る
か
否
か
は
頗
る
疑
問
矣
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此 

の

意

味

で

朿

京

市

政

調

赉

會

，の
弓
，家

氏

が

比

較

的

孕

い

機

會

に

於

い

て

都

市

適

度

論

に
於

い
て
、
，小

都

市の
_

®
 
.中
都

市

の

適

度* 

大

都

市

の

適

使

と

、

都

市

別

に

ょ

，つ

て

異

る

適

度

論

を

指

摘

せ

ら

れ

：た

の

は

正

し

.

.い
觀
點
に
立
つ
：も
W

と
一K

は
ざ
る
を
得
な
い
。(

第
二
. 

囘
全
國
都
市
問
題
會
_
硏
究
報
告
、
.弓
家
七
郞
氏「

都
市
の
逾
度
論」

丨
昭
和
五
年〕

田
園
都
市
論
者
は
人
口
三
萬
も
あ
れ
ば
都
#
的
社 

交
を
確
保
し
得
る
と
考
へ
'た
。
#
沢
し
都
會
的
社
會
性
を
確
保
す
る
丈
け
が
都
市
(/
>
職
分
で
は
な
い
0*
都
帘
の
職
分
と
し
て
は
、
1か
、 

る
も
の
は
次
序
的
で
あ
ら
う
。
故
に
吾
々
の
一K

ふ
地
域
的
集
團
坐
活
の
單
位
と
し
て
は
人
口
三
萬
限
度
は
恐
ら
X
好
適
で
あ
ら
う
。
併 

か
ム
都
市
の
積
極
的
機
能
の
方
面
か
ら
す
れ
ば
、
.そ
れ
は
適
度
と
はf
へ
’な
い
で
あ
ら
う
。
唯
、
各
階
級
の
都
市
に
就
い
て
其
の
適
度 

と
過
大
と
は
如
何
な
る
檩
準
に
ょ
.つ
，
て

定

ま

る.か
。
.紐
育
が
八
百
萬
の
人
’ロ
を
、
東
京
が
七
百
萬
の
人
口
を
持
つ
て
、
重
大
な
都
市
問 

題
を
提
起
し
て
ゐ
る
事
は
.事
實
で
あ
る
。
そ
し
て
■所
謂
過
大
都
市
論Q.

写
ふ
諸
種
の
募
害
、
衞
生
•保
健
•
交
通•

住
宅
等
の
方
面
咬
身

馓

的

精

神

的

の

齊

惡

を

生

ん

で

ゐ

る

事

も

事

實

で

あ

る

。

併

か

し

搿

米

利

加

合

衆

國

の

或

ひ

は

日

本

帝

國

の

大

國

家

に

於

い

て

中

心

都

 

市

の

機

能

を

艰

す

爲

め

に

、

紐

宥

及

び

衆

京

.は

果

し

'
て

、

い

く

ば

く

の

人

口

を

必

要

と

す

る

か

。

何

人

も

此

の

點

に

於

け

る

適

度

論

を

 

深

く

追

及

し

た

者

は

無

い

榇

で

あ

る

。

'

ノ

- 

-

 

/

之
れ
に
就
い
て
與
へ
ら
れ
る
結
論
は
、
大
都
市
の
自
然
的
成
立
に
ょ
る
必
然
論
が
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち一

國
の
經
濟
•文
化
的

發
展
の
結
果
と
し
て
大
都
市
が
成
立
す
る
故
に
ノ
樂
襯
に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、

一
掘
の
國
運
の
隆
盛
に
關
聯
し
て
其
處
に
自
ら
適
.

度
あ
り
と
一
；

f

ふ
'說
が
少
く
な
か
っ
た
？
故
に
五p

萬
の
人
口
は
不
可
避
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
國
段
經
濟
の-

中
心
と
し
て
機
能
を
果
.

し
て
行
く
上
に
は
五
.百
萬
の
人
口
が
集
，め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
か
も
如
れ
な
い
。
地
方
都
市
と
し
て
は
十
萬
一
一
十
萬
の
人
口
で
濟
む
で

あ
ら
ぅ
が
、
國
際
都
市
と
し
て
は
、
倚
ほ
多
く
を
集
中
す
る
必
要
が
あ
名
.か
も
知
れ
な
い
。
都
市
機
能
の
適
度
性
を
中
心
に
し
て
考
へ

れ
ば
さ
ぅ
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
.0
そ
こ
で
之
れ
が
不
可
避
で
あ
っ
て
も
、
唯
々
.五
.百
萬
が
極
度
の
.密

集

雜

畓

の

裡

に

生

活

し

な

.け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

云

.ふ

理

由

は

毫

も

成

立

し

な

い

の

で

あ

る

。
.

十

九

世

®

g
®

の

.
エ

m

都

市

が

其

の

人

ロ

に

於

い

て

未

だ

數

萬

乃

至

は

十

數

萬

に
過
ぎ
ぬ
程
僅
少
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
.猶
段
窟
其
の
他
に
幾
多
の
恐
る
可
き
問
題
を
.藏
し
て
.ゐ

た

<»
-
-同
様
に
、
現
代
大
都
市
が
五
百

萬

•又

は

八

百

萬

を

以

つ

て

適

正

と

.一K

ふ

に

し

て

も

、

.：
此

の

人

口

が

過

度

の

密

集

狀

態

に

坐

活

し

、

：

街

頭

に

交

通

機

關

に

混

雜

し

な

け

れ

ば
.な
ら
ぬ
，と

一

K

ふ
理
は
全
く
無
い
の
‘で
あ
る
？
ト
マ
.ス
•
ア
ダ
ム
ス
が
云
ふ
分
散
論
又
は
集
中
改
造
論
は
此
の
意
味
に
解
釋
さ
る
.可
き

も

の

で

あ

ら

ぅ

。

即

ち

「

中

心

部

£

於

け

る

混

雜

の

害

は

組

織

の

憩

く

、

針

量

.の

.ま

づ

い

中

心

化

の

所

產

で

あ

っ

.
て

中

心

化

自

體

の

結

果
で
ば

な

い

。

そ

の
對
策
は
中
办
か
ら
外
方
把
向
て
運
動
の
潮
流
を
妨
げ
る
事
に
■
も

見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
、
此
の
外
的
運
動
を
、

'

過
’
大
都
市
論
の
檢
射
.
：
： 

，'

A

a E
C

5 E

四
五)



過
大
都
市
論
の
檢
討
■

:
 

. 

八

六

.

.

(

芄
西
六)

組
織
*計
量
の
改
#:
.な
く
し
て
人
爲
的
に
助
成
す
.る
事
に
も
見
出
さ
れ
な
.い
。
集
中
改
造
論
と
は
現
往
の
中
心
に
於
げ
る
雜
畓
を
救
.は 

ん

と

す

る

議

の
一
種
で
あ
る
。
エ
業
や
人
ロ
の
偶

發

的

散

分

的

分

散

は

、

殊

に

_

人

ロ
丈
け
の
其
れ
は
^
双
發
達
の
如
含
弊
寄
の
. 

原
因
と
I
る
事
を
實
證
カ
來
た
。
取
の
結
.

|

ー
っ
に
は
人
ロ
の
美
な
る
中
心
£

い
田
舍
.の
多
く
を
不
|

で
あ
り
、
一一，っ
に
は
住
宅
と
職
場
と
の
甚
だ
し
い
隔
離
に
ょ
っ
て
不
必
要
な
る
交
通
に
ょ
る
精
カ
，時
間
及
び
貨
幣
の
浪
费
で
あ
っ
.た
。」 

へ Th
o
m
a
s

 

A
d
a
m
s
:

 

R
e
c
e
n
t

 
A
d
v
a
n
c
e
s

 

i
n

 

T
o
w
n

 

P
l
a
n
n
i
n
g
.

 

1
S
2
,

 

p
.

 

5
-
6

•ン
か
、
る
見
#

^
へa
ま
れ
る
過
大
^

は
"畢
竟
ず
る 

に
、
人
ロ
數
否
乾(

五
，
百

萬

以

上
)

の
宜
大
都
市
の
存
往
を
.必
然
視
‘し
て
、
之
れ
を
唯
、
何
等
か
遠
大
に
し
て
雄
壯
な
計
書
を
以
っ
て

ょ
り
合
理
的
に
組
織
化
せ
ん
と
す
る
企
圖
を
承
す
に
外
な
ら
な
い
。
或
ひ
は
弓
家
氏
の
前
掲
の
報
告
結
論
£
石
ふ
樣
に「

都
市
の
大
さ

. 

.

 

--
 

-■

 

.

.

.

 

:

」

•

 

. 

'

に
は
適
度
が
あ
る
。
.
'然
れ
ど
も
そ
の
，適
度
を
細
持
す
る
こ
と
は
、
都
市
訐
嚅
の
能
ふ
と
•こ
ろ
で
は
な
い
。
都
市
計
書
は
、
唯
々
都
市
の 

發
達
を
合
理
盼
に
導
く
こ
と
に
努
む
.べ
き
で
あ
る
。」
と
一K

ふ
結
論
が
當
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
。

- 

.

.

.
 

‘ 

7 

.

.

.
し

て

見

る4
過
大
都
市
論
と
は
單
に
都
市
h金
體
が
大
き
過
ぎ
る
と
一K

ふ
の
：で
は
な
く
て
、
大
き
な
都
市
が
無
計
無
組
織
で
あ
る

事
に
就
い
て
一K

は
れ
る
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
米
國
の
例
を
引
く
な
ら
ば
、
自
動
車
.が
驚
く
可
き
率
で
以
つ
て
增
加
す
る
に
拘
ら

ず
，「

街
路
及
び
幹
線
は
少
く
と
も
比
較
の
五
で
は
極
め
て
徐
々
に
し
か
增
加
し
か
か
っ
た
。
街
路
に
於
け
る
空
間
へ
の
壓
カ
は
最
大
と

.な
っ
た
。
事
の
眞
相
は
、
ア
メ
リ
カ
.の
都
市
の
成
熟
が
あ
ま
り
に
早
過
ぎ
た
と
.云
ふ
に
.あ
る
様
で
あ
る
。
設
計
ら
し
い
も
の
が
在
る
と

• 

0

し
て
も
.
是
等
は
燉
道
馬
車
や
馬
f

馬
力
の
時
代
の
設
nt
で
あ
る
。
其
處
へ
市
街
電
車
、
高
架
線
、
地
下
鐵
と
い
ふ
高
速
交
通
機
關
が 

出
現
し
た
0;
古
ぃ
街
路
は
ど
ぅ
ゃ
ら
ゃ
っ
と
の
事
で
新
し
ぃ
目
的
に
昤
ふ
樣
に
取
計
ら
れ
た
0パ
所
が
次
に
何
西
萬
と
沄
ふ
增
加
カ
を
持

つ
た
自
動
車
が
出
現
し
た
、
兹
に
緊
急
に
解
決
を
要
す
る
行
詰
が
生
じ
た
0
0
テ
ィ
ヴ
ィ
ー
前
掲
書
七
二
頁)

此
の
意
味
の
過
大
な
の
.で

, 

, 

\ 

.

あ
る
。 

.

:

勿l
i

數
W
萬
の
人
口
.̂

比
較
的
狹
少
の
地
域
に
■包
含
す
る
事
の
技
術
的
經
濟
的
失
敗
に
就
い
て
は
、
米
國
.の
引
例
で
示
し
た
様
に
旣
.

.

.

. 

- 

•

に
證
明
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
:0
密
集
住
宅
に
於
け
る
健
康
•德
性
の
毀
害
、
'交
通
機
關
•憤
路
交
通
に
於
け
る
不
經
濟
•贫
費
•事
故•

'
障
德
等
は
い
づ
れ
も
明
確
に
針
量
さ
れ
て
過
大
都
市
の
弊
害
と
し
て
指
摘
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
併
か
し
今
日
所
謂
過
大
都
市
を
分
散

.

 

•

 

-

 

.

せ
し
め
様
と
ー
哼
ふ
傾
向
に
あ
る
地
方

^I
I

乃
凌
は
國
土
訏
窬
は
決
し
て
、
五
百
萬
、
：r

千
萬
の
人
口
大
集
團
を
全
く
散
逸
さ
せ
て
了
ふ

と
ー
其
ふ
意
途
に
&
る
も
の
で
は
な
い
0
む
し
ろ
大
集
團
の
大
地
域
的
編
成
を
計
ら
ぅ
と
云
ふ
0.
で
，あ
る
0
今

日

の

大

^

^

の
半
徑
が
十

. 

. 

; 

- 

.

.

.

 

, 

. 

'

哩
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
一I

十
哩
、
五
十
哩
の
內
に
收
め
様
も
す
る
0.
で
あ
る
，0 

.
從
つ
て
其
處
に
.云
は
れ
る
過
大
都
市
論
な
る
も
の
は
、 

大
都
市
的
適
度
と
し
て
は
人
ロ
の
數
-百
萬
が
一
'定
の
社
會
•經
濟
的
結
束
，の
下
に
、
メ
ト
ロ
：ボ
リ
ス
を
構
成
す
る
事
は
否
定
し
な
い
で
、

•
典
の
設
m*
技
術
と
し
て
之
れ
を
地
对
底
の
上
に
載
'せ
棒
と
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
集
中
改
造
論
の
出
發
が
、
現
代
都
市
の
過
大
論
. 

に
あ
^
;
:

AJ

す
れ
ば
、
過
大
都
市
論
と
は
、
m .
lc
地
域
的
に
狹
少
な
市
街
地
に
成
立
し
.た
、
..大
都
市
の
無
則
肅
性
に
亂
け
ら
れ
る
可
き
も 

の
で
.あ
る
。
斯
く
觀
察
し
て
來
る
と
、
過
大
論
は
、
絕
對
的
過
大
性
の
理
論
即
ち
都
市
が
大
き
過
ぎ
.る
と1

K

ふ
單
的
の
主
張
で
な
く
し 

.
て
、(

殊
に
.都
市
機
能
に
つ
い
て
の
過
大
性
の
議
論
で
：な
く
し
て)

都
市
組
織
論
上
に
於
け
る
適
度
論
、
經
濟
論
に
外
な
ら
ぬ
事
に
な
る
。

(

七)

.

.

■ 
'
 

• 

.

 

■ 

■

.
此
の
意
味
に
於
け
る
過
大
都
市
論
及
び
，_
度
論
に
は
先
.づ
全
幅
の
敬
意
を
表
す
る
に
.吝
か
で
は
無
い
。
併
か
し
尙
ほ
根
本
的
の
問
題 

、

.通
大
都
市
論
.の

撿

射

，

.

. 

.
,
•

ぐ

:
J
 

V

八
七
.

c ：

五
四
七
.

)



 ̂

^
0
^
0
0
^
0
.
. 

.
V 

- 

.

.

.

. 

' 

'

■

,

.

 

'

A

A

:

:

o

f

m

A

)

で
あ
る
：，;1
>
都

市

：そ

の

も

の

、
逾
&*

を
問
題
と
し
て
.取
上
げ
.る
必
要
が
あ
る
6

 

:

筆
者
は
現
代
都
市
の
典
型
を
ロ Z

ド
'ン
V
へ
一
一
ュ
ー
ョ
ー 

ク
、
來
京
0
如
き
數
百
萬
の
所
謂
過
大
都
市
に
認
め
て
ゐ
る
.0
そ
し
て
*
等

が

國

民

，
世

坭

經

濟
.組
織
內
に
於
け
る
必
然
的
所
產
で
.
あ 

り
、
典
の
裡
に
あ
つ
て
都
市
と
し
て
の(

中
心
と
し
て
0
0機
能
を
果
し
0
、
あ
る
も
(0
と
見
て
ゐ
る
。
英
國
•米
國
の
經
濟
カ
•政
治
力
.

を
励
か
す
所
が
人
口
ニ
，
：三
萬
乃
至
は
，

U
:

三
十
寓
の
：都
市
で
あ
力
：得
る
様
な
事
が
果
し
て
考
へ
#
ら
.れ
る
で
あ
ら
ぅ
か
0-
.
’

.

.

.

 

•

.

反
對
に
、*

一
 

國
又
は
世
报
經
濟
乃
至
は
社
會
の
；動
き
を
司
る
に
は
必
然
的
に
.何
れ
程
の
人
口
を
集
合
せ
し
め
な
秒
れ
ば
な
ら
ぬ
か
、

之
れ
は
云
ふ
：ま
で
も
な
く
現
代
大
都
茆
の
適
度
胜Q

蹄
題
で
あ
石
。
出
来
得
る
限
り
、
分
散
的
傾
向
を
尊
重
し
て
、
何
れ
程
の
人
口
沢 

必
要
で
あ
る
か
o

 .

學
問
藝
術
文
學
等
に
關
ず
ろ
も
.の
は
、へ
重
大
な
障
害
が
發
坐
す
る
か
も
知
れ
な
.い
が
、

获

で

は

..一
應
此
の
關

係
を
無 

視
し
て
>1

に
分
散
せ
し
め
得
f

の
と
し
て
t

か

為

れ

ぬ

。
エ
f

分
散
せ
し
め
、
勞
働
f

遠
く
散
住
せ
し
む
る
事
备
'

能
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
工
場
の
分
散
は
今
日
ま
で
の
所
、
旣
に
.一
定
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
か
も
o
政
治
機
構
に
就
い
て
も
出
来
る

丈
け
分
權
主
_
を
取
る
事
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
9
最
後
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
就
い
.て
は
？.

 

..

.

■

'

*

-

;

-
t

問
題
は
確
か
に
玆
に
あ
る
。
政
治
に
し
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
も
、
集
中
制
が
行
は
れ
な
い
場
合
な
ら
•ば
分
散
•
分

權

共

に

可

能

で

、

あ
る
。
併
か
し
資
本
集
中
と
同
様
に
、
政
治
的
銃
制
に
於
け
る
集
權
制
は
、
當
然
主
腦
部
の
組
織
を
大
規
模
化
し
て
來
る
。

一
地
方
の 

糜
業
や
事
業
丈
け
を
支
酿
し
管
理
す
る
な
ら
ば
地
方
的
規
模
で
差
支
な
い
6
，併

か

し

ー

國

又

は

遠

く

海

外

に

亙

つ

て

管

理

し

支

配

す

.る 

場
合
、
當
然
集
中
化
し
た
組
織
が
必
要
に
な
る
.
0
政
治
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
o
故
に
資
本
力
と
統
制
力
と
の
集
中
化
が
一
般
的
動
向 

で
あ
る
限
り
、
此
の
部
分
に
つ
い
て
の
機
能
は
或
1る
程
度
0
大
人
ロ
の
集
中
を
適
正
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
0
之
れ
が
何
十
萬
、
何
百
萬

, 

 ̂

.
ズ

....

 

- 

■
-
 

、 

....

.

-

:
.
 

, 

. 

' . . 

. 

- 

- 

•

II
, 

.

. 

• 

-

-■
 

. 

.
-
-
.

■■' 

' 

. 

. 

... 

. 

— 

-

nr=.r 

&

で
あ
る
'か
は
簡
單
忆
斷
定
し
得
な
い
ぐ
兎
に
角
、
全
國
又
は
全
.世
界
に
連
絡
の
紐
を
持
つ
て
ゐ
る
中
心
は
、
當
變
ハ
の
紐
の
太
さ
が
他

の
中
小
の
.中
心
よ
り
於
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
理
で
あ
る
。
此
の
理
に
甚
い
て
、
數
百
•萬
の
E
大
都
市
の
存
法
は
否
認
し
去
り
難
い
も
の

. 

> 

- 

.

と
な
ら
うo 

’ぃ

過
犬
都
市
論
の
論
據
と
な
る
所
に
經
營
上
.の
經
脾
度
、
適
性
規
模
の
理
論
の
あ
る
事
は
旣
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
是
等
の
も
©
は

:
f-

過
大
性
批
判
の
.理
論
と
し
て
最
も
、
有
効
の
.も
の
で
あ
る
と
云
づ
た
。
併
か
し
同
様
に
社
會
的
に
も
適
性
論
が
あ
る
。
所
謂
、
地
域
社 

會
の
單
位
集
倒
が
そ
.れ
で
あ
つ
て
、
由
園
都
市
論
と
.云
ひ
衞
生
都
市
論
と
.云
ひ
或
ひ
.は
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ら
る
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.
等

は

い

づ

れ

. 

.

.

.

.

も
此
の
適
性
論
に
共
t

過
大
都
市
批
判
の
.基
據
t
あ
る
。
此
の
社
#
的
、
文
化
的
な
方
面
よ
り
す
る
過
大
都
市
論
に
は
、
頗
る
徹
底
的
'

i 

-
V

な
も
の
が
あ
る
o
.つ
ま
り
大
都
市
文
,ft(

恐
ら
く
如
何
な
る
形
式
に
せ
よ〕

を
否
定
し
、
都
市
を
呪
咀
し•

.惹
い
て
は
集
權
制
社
會
を
否

定
す
る
。
故
.に

前

忆

述

べ

だ

様

に

、

今
：：！

に

於

け

る

必

然

的

中

心

化

と

'

し
て
の
大
都
市
を
絕
對
的
に
過
大
と
見
る
.の
で
あ
る
o
r文
化
の

.

. 

.
 

,

.
 

.
 
,

•
 

.

向
上
が
人
口
を
消
耗
せ
し
め
る」

と
袞
ふ
命
題
は
、
此
の
中
間
に
.都
市
、と
云
ふ
媒
介
を
置
ぐ
の
で
あ
.つ
.て
、「

都
市
が
大
き
く
な
つ
て
、來

て
、
國
の
次
化
が
向
上
し
て
來
る
と
、
餘
り
取
大
な
都
市
の
場
合
に
は
人
p.
.•の
育
成
とi

K

ふ
問
題
に
は
惡
い
と
こ
：ろ
の
影
響
が
あ
る
。」

惹
い
て
ば「

鹿
業
は
國
ヵ
消
耗
の
：童
犬
問
題
に
迄
發
展
す
る
。」(

_礎
村
英
ー
氏「

都
市
人
ロ
の
.消

耗

に

關

す

る

問

題

：；
第

ニ

囘

人

ロ

問

題

全

國

協
_

#
報

吿

書)

併
.か
し
此
の
：命

題

は

旣

に

述

.ベ

た

様

，に
、

現

代
.の
大
都
市
が
然
る
可
き
許
»
に
よ
つ
ャ
救
は
れ
る
と
沄
ふ
可
能
性

を
含
ん
一
で
ー
ゐ
る
，。
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i

併
か
し
羅
馬
^

」

の
原
因
を
-A
ロ
の
激
退
に
求
め
、
更
に
典
の
原
闶
，を

都

市

文

化

.の
爛
g
-£
探
b

當
て
た
場
合
、羅
馬
帝
國
o

文
化
體

系

を

霊

1

1

1

1

。
I

義

S

濃

I

f
 
I

文
I

I

定
I

f

け
れ
ば
な
ら
ぬ 

「

恐
る
ベ
V

I

C

.

大
I

I

は
丁
度
こ
の
大
口 
I
マ
滅
亡
f

同
じ
方
向
を
た
ど
つ
S

能
力
を
恶
準
に
し
て
新
取
京
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
文
明
の
刹
器
を
無
視
し
ろ
、と
い
ふ
の
で
は
な
い
、
女
明
の
利
器
は
大
‘

•

 
-

 

、
 

.

 

■ 

*

為 

•

 

■
 

■

.い
に
利
：用

せ

ょ

、

し

か

し

人

間

を

大

自

然

0
ふ
と
こ
ろ
に
還
す
た
め
萬
全
0
用
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
大
東
京
の
都
市
計
猶
は
す

ベ
か
ら
く
.渐
た
な
る
指
導
方
針
の
下
忆
苒
出
罾
せ
ょ

、

矶
ま
の
ま
ゝ
員
む
な
ら
ば
つ
び
に
戰
慄
す
ベ
き
結
末
に
ぶ
つ
か
る
で
あ
ら
ぅ」

C

西
野
人
早
大
敎
授
、——

報
新
知
聞
紙
所
載
。
昭
和
十
四
年
二
月
十
二
'日
付
。
尙
ほ
第
二
.囘

人

ロ

問

題

全

國

協

_

會

報

告

書

所

戟

の

同
敎
授
報
吿「

出
生
減
退
と
羅
：嗎
帝
國
の
滅
亡」

)

從
つ
て「

文
化
の
進
#
は
如
何
に
胄
- ^

に
達
す
る
場
合
と
雖
も
常
に
農
業
立
國
を
國
.

是
の
根
底
と
な
し
、
商
工
業
其
他
ば
之
を
從
と
な
し
"
少
.く
と
も
國
段
の
■半
數
は
農
業
に
從
事
す
る
か
、
或
は
農
業
以
外
の
職
業
を
本

厂

\ 

.
 

.

. 

 ̂
•

業
と
な
す
者
は
、
其
地
位
嶙
業
の
何
'た
石
に
論
な
く
.'
,
必
ず
或
程
度
の
農
業
を
副
業
と
な
し
、
常
に
土
と
天
然
と
に
親
し
み
、

一
面
身

r 

. 

. 

. 

•
 

* 

•

心
の
.强
健
を
增
進
す
る
と
共
に
、
他
面
食
糧
の
國
內
自
給
自
足
を
全
ぅ
.す
る
。」

(

前
報
诸
書
三
三
八
頁)

此

の

®

^

に

於

い

て

絕

對

的 

過
大
都
市
論
を
理
解
す
る
事
が
出
來
る
。

.
、

:■

一

'> (

結)

'

V 

,
 

. 

. 

:

' .

_ 

. 

ぐ
' 

:
- 

. 

.

.

.
*

.

.扱
、
過
大
都
市
論
，に
就
ぃ
て
檢
討
し
て
み
る
と
、
大
體
以
上
の
如
含
結
果
を
得
衣
。
生
活
組
織
、產
業
經
營
の
原
理
か
ら
し
て
、
現
代 

都
市
の
過
大
性
.を
論
ず
る
者
は
、
^
^
'
都
市
‘自
體
の
過
大
性
を
論
ず
る
の
で
な
く
し
て
、
大
都
市
の
組
織
.
It
徵
の
.よ
々
合
理
化
を

主
張
す
る
の
で
あ
る
。
唯
、
其
の
方
法
が
：今
日
に
於
い
て
は
、
大
都
市
の
地
域
的
蕋
底
を
擴
大
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
結
論
に
立
っ
て
ゐ 

る
の
で
あ
る
。
之
れ
分
散
論
で
あ
り
地
方
計
窬
論
で
あ
り•

田
園
都
市
論
で
あ
る
。
社
會
學
的
に
は
地
域
社
會
の
單
位
集
圏
の
適
性
を 

主
張
す
る(

n

ム
ミ
ュ 

一
.テ
ィ
ー
論)

o
此
の
議
論
は
都
市
機
能
に
就
い
て
の
適
度
論
を
論
ず
る
事
な
い
が
、
經
營
•組

織

•
社

會

に

於

け 

る
興
の
適
度
•經
濟
度
の
議
論
は
客
觀
的
根
底
を
持
っ
て
ゐ
て
傾
聽
に
値
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
.

反
之
、
現
代
文
化
を
全
面
的
に
否
定
せ
ん
と
す
る
傾
府
に
於
い
て
は
、
過
大
都
市
の
絕
對
的
否
定
の
主
張
を
聽
く
。
之
れ
は
都
市
機 

能
の
適
性
論
で
も
な
け
れ
ば
、
組
織
•經
營
、の
經
濟
度
理
論
で
も
な
い
。
從
っ
て
現
在
社
會
•經
濟
機
構
及
び
組
織
の
全
面
的
改
造
を
要 

求
す
る
。 

'

此
の
.
兩

者

は

過

大

都

市

論
中
に
あ
っ
て
も
正
し
く
對
.立
す
る
も
の
.で
あ
る
。
前
者
は
現
代
的
組
織
及
び
技
術
に
基
い
た
社
量
的
批
判 

が
可
能
に
な
る
"
從
っ
て
技
術
論
的
で
あ
る
に
反
し
、
後
者
に
は
，か

、
る
會
.計

學

的

^
量
を
援
用
し
難
い
。
從
っ
て
文
化
批
判
的
で
あ 

り
惹
い
て
比
政
治
論
的
で
あ
る
。
各
々
其
の
特
色
を
持
っ
て
ゐ
る
。 

,

唯
、
最
後
に
、
■過
大
都
市
論
が
都
市
そ
の
も
の
、
適
性
論
か
ら
出
發
し
な
け
れ
城
な
ら
ぬ
と
云
ふ
第
三
の
境
域
、
之
れ
が
殘
さ
れ
て 

ゐ
る
の
で
あ
る
。
都
71
1

,
の
社
會
的
機
能——

經
濟
政
治
並
び
に
文
化
の
面
に
於
け
る
都
市
の
機
能
、
之
れ
の
適
性
は
肩
か
、
之
れ
が
過 

大
都
市
論
の
中
心
理
論
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
、都
市
許
書
は
地
.方
計
書
か
ら
國
.土
許
書
に
ま
で
發
展
を
見
せ
た
。
國
土S

書
の
下
に 

，
於

い

て

取

扱■は
る
、
都
市
の
問
題
はV

此
の
意
味
に
於
け
る
都
市
適
度
の
問
題
で
あ
ら
ぅ
。
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